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Ⅰ 大学の現況及び特徴 

１ 現況 

（１）大 学 名   福山市立大学 

（２）所 在 地  広島県福山市 

（３）学部等の構成 

   学   部：教育学部 

         都市経営学部 

   研 究 科：教育学研究科（修士課程）【学年進行中】 

          都市経営学研究科（修士課程）【学年進行中】 

   附置研究所：なし 

   関 連 施 設 ：キャリアデザインセンター、 教育研究交流

センター、 教育支援センター、心とからだ

のサポートセンター、 附属幼稚園 

（４）学生数及び教員数（平成28年５月１日現在） 

   学 生 数：学部 1,058人、大学院17人 

   専任教員数：53人 

   助 手 数：０人 

 

２ 特徴 

（１）福山市について 

福山市は、広島県の東部、瀬戸内海に臨む人口約47万人の中

核市である。市の中心部には、城下町として栄えた歴史をもつ

街並みとともに、戦災を経て「ばらのまち福山」として復興し

た市街地が、備後の交通拠点であるＪＲ福山駅を中心に広がっ

ている。沿岸部には世界最大級の製鉄所とともに、造船所やコ

ンテナ貨物船が発着する福山港等が立地している。沿岸部南端

には古代より漁業や海上交通の拠点として繁栄し、江戸時代の

町並みが残る景勝地「鞆の浦」があり、全国に知られている。

518 ㎢ に及ぶ広大な市域には、鉄鋼、金属、機械、電気、精密

機械、輸送機、ゴム、プラスチック、食品、木材、繊維等の多

様な製造業を中心に、我が国有数の特色ある企業が数多く立地

している。市の北部は中国山地に連なっており、森林が多く緑

豊かな地域となっている。市内には多数の外国人就労者や企業

研修生が居住し、多文化社会の一面を併せ持つ地域となってい

る。 

（２）福山市立大学の創設 

福山市は、昭和49年、福山市立女子短期大学を設置し、以来、

地域の人材育成に努めてきた。平成16年には、同女子短期大学

で、時代の変化、社会の変化に対応すべく、大学の現状につい

ての点検評価に取り組み、地方都市における高等教育のあり方

を根本的に問い直す必要があること、女性の社会進出が当然と

される今日、男女の別なく変化する社会に的確に対応できる人

材の育成をめざす必要があるとの結論に至った。これを受けて

福山市では、地域の様々な課題に対応できる資質・能力を備え、

地域で活躍できる人材を育成するため、４年制大学を新たに整

備することとし、約５年間の歳月をかけ、基本構想の検討、大

学設置の準備に取り組み、平成23 年４月に、我が国 81 番目の

公立大学として福山市立大学を創設した。 

（３）福山市立大学の特徴 

 福山市立大学は、教育学部児童教育学科と都市経営学部都市

経営学科の２学部２学科からなる規模の小さな公立大学である。

広島県西部と比較すると県東部には大学が少なく、地域の高等

教育の新たな担い手として、福山市立大学は福山市のみならず

近隣地域からも大きな期待を寄せられている。 

 教育学部児童教育学科には、教育コースと保育コースの２コ

ースを置き、教育コースでは小学校教諭一種免許状と幼稚園教

諭一種免許状又は特別支援学校教諭一種免許状、保育コースで

は保育士資格と幼稚園教諭一種免許状の取得が可能な教育課程

を編成している。両コースでは、教育と保育の繋がりを重視す

るとともに、地域の教育・保育現場と連携した教育課程によっ

て、子どもの発達・成長を連続的に捉えつつ、家庭・地域・施

設等が繋がりをもって特別な支援が必要な子どもの教育・支援

にも対応していける教育者・保育者の育成をめざしている。 

都市経営学部都市経営学科は、空間としての都市の視点から

都市社会のあり方を探究する計画・デザイン領域（工学系）、活

動としての都市の視点から都市社会のあり方を探究する経済･

経営領域（経済学系）、繋がりとしての都市の視点から都市社会

のあり方を探究する共生・開発領域（社会学系）の３領域で構

成している。これによって、環境についての幅広い知識と素養

とともに、都市社会の課題について、複合的で多面的な知識と

素養を備え、地域社会の持続的発展に向けて企業の活性化や地

域の再生に寄与していくことの出来る人材の育成をめざしてい

る。 

平成27年３月に第1期生を社会に送り出すとともに、同年４

月に、教育学研究科児童教育学専攻（修士課程）と都市経営学

研究科都市経営学専攻（修士課程）を開設し、両分野で指導的

な役割を担い得る地域の高度人材の育成を開始している。
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Ⅱ 目的 

 

○ 大学の使命  

(1)〔知の伝達〕福山市が設置する公立大学として、持続可能な地域社会の発展に寄与する人材を育成すること。 

(2)〔知の創造〕社会の課題解決に向けて、地域社会と連携した実践的で学際的な学術研究を推進し、新しい学問を創出すること。 

(3)〔知の発信〕地域に開かれた教育研究拠点として、地域の文化の向上に貢献するとともに、国際化時代に相応しい地域社会の実現

に貢献すること。 

 

○ 教育研究の理念 

(1) 持続可能な社会の発展を担う人材の育成：幅広い視野や豊かな人間性を涵養する中で、環境との調和、他者との共生を基本とし

た持続可能な社会の発展の実現に向けて、自ら課題を発見し、創造的に解決することができる人材を養成する。 

(2) 学際的な教育研究による新しい学問の創造：個別の専門領域だけで対応することが困難な現代社会の諸課題に対して、学際的な

教育研究を進め、専門分野の融合による新しい「知」の創出をめざす。 

(3) 開かれた教育研究拠点としての地域社会への貢献：公立大学の利点を生かし、地域の保育所、学校、施設等と連携し、地域に根

ざした実践的な教育研究を進め、地域の教育力の向上をめざす。また、産業界や行政機関等との連携を進め、「福山市のシンクタ

ンク」機能を担うとともに、地域住民に生涯学習等の機会を提供し、地域の文化の向上に寄与する。 

 

≪教育学部≫ 

教育学部では、幅広い教養と豊かな人間性を備え、地域の未来を担う子どもの乳児期から児童期までの成長・発達を総合的に捉え、

一人ひとりの子どもを尊重した指導・支援ができる実践的指導力をもった教育者・保育者を育成していくため、次のような目標を掲

げて教育活動に取り組むものとする。 

◆ 教育学部の教育目標  

(1) 変化する子育て環境について多元的な視点から探究し、自ら考え、判断し、表現・行動できる豊富な知識と豊かな人間性を培う。   

(2) 子どもの成長や教育に関する諸科学について理解し、子どもの発達や障害を総合的に捉え、指導・支援方法を自ら探求し創造で

きる専門性を培う。 

(3) 自然と社会の共生について理解し、人間形成の多様性を認め、一人ひとりの子どもを尊重した発達支援・教育支援ができる実践

的指導力を培う。 

 

≪都市経営学部≫ 

都市経営学部では、環境についての幅広い知識と素養とともに、都市の成り立ちや都市社会のあり方に関する総合的な知識と素養

を備え、多様な職業分野で、持続可能な都市社会の構築に寄与できる人材を育成するため、計画・デザイン、経済・経営、共生・開

発の３領域を設け、次のような資質・能力を備えた人材の育成を目標に掲げて教育活動に取り組むものとする。 

◆ 都市経営学部の教育目標 

(1) 都市の計画やデザイン、インフラや施設、建物や生活環境等についての理解とともに、都市の整備やまちづくりの課題を考察し

探究していくための企画力や実践力 

(2) 都市社会の経済や経営、行政や財政等についての理解とともに、持続可能な発展のための経営モデルや社会システムを考察し探

究していくための構想力や実践力 

(3) 住民自治による都市社会のあり方を構想し、多文化共生のまちづくりとともに、歴史・文化・自然・景観等を活かした地域づく

りを考察し探究していくための企画力や実践力 
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○大学院の目的 

福山市立大学大学院は、学術の理論及び応用を教授研究し、高度の専門性が求められる職業を担うための深い学識及び卓越した能

力を養うとともに、地域に根ざした高度な研究を行い、その成果を還元することにより地域社会の発展に寄与することを目的とする。 

 

≪教育学研究科≫ 

◆ 教育学研究科の目的 

教育学研究科は、乳幼児期から児童期にわたる子どもの成長と発達についての高度な専門的知識や探究力、教育・保育活動につい

ての高い実践を生み出す研究力を備え、高度専門職業人として教育・保育の現場で指導的な役割を担える教育者・保育者の育成を目

的とする。 

◆ 教育学研究科の人材育成の目標 

教育学研究科では、子どもの成長や発達についての高度な専門的知識や探究力、教育・保育活動についての高い実践を生み出す研

究力を備え、高度専門職業人として教育・保育の現場で指導的な役割を担える教育者・保育者を育成する。 

具体的には、次のような資質・能力を備えた教育者・保育者の育成をめざす。 

(1) 保幼小の繋がりの中で、子どもの成長と発達の課題に的確に対処できる研究に裏付けられた実践的な探究力と探究的な実践力 

(2) 日常行動と学習行動の繋がりについての視点から、発達科学や教育学の最新の知見に立って子どもの学びの向上を導ける高い学

習指導力 

(3) 特別な支援を必要とする子どもの成長や発達に関する科学的な知見を持ち、適応等についての課題に的確に対処できる専門的ス

キルと高いカウンセリング能力 

(4) 教育・保育の歴史や制度への深い理解に立って指導上の問題や学校・保育所等における困難に適切に対処できる高いマネージメ

ント能力 

 

≪都市経営学研究科≫ 

◆ 都市経営学研究科の目的 

 都市経営学研究科は、都市社会の成り立ちや発展についての高度な専門的知識や分析力とともに、複雑多様な都市社会の課題解決

に必要な高い実践力を備え、高度専門職業人として企業の活性化や地域再生の現場で指導的な役割を担える人材の育成を目的とする。 

◆ 都市経営学研究科の人材育成の目標 

都市経営学研究科では、都市社会の成り立ちや発展についての高度な専門的知識や分析力とともに、複雑多様な都市社会の課題解

決に必要な高い実践力を備え、高度専門職業人として企業の活性化や地域再生の現場で指導的な役割を担える人材を育成する。具体

的には、次のような人材の育成をめざす。 

(1) 都市計画や都市インフラ等の視点から地方都市の特性や現状を分析し、地域の持続的発展を支える都市計画や都市インフラ等の

あり方を、環境との調和のもとに構想し企画できる資質や能力を備えた人材 

(2) 住民生活や地域づくり等の視点から地方都市の特性や現状を分析し、地域の持続的発展に繋がる住民生活や地域づくり等のあり

方を、地域の特性を活かしながら構想し企画できる資質や能力を備えた人材 

(3) 産業の再生や企業の活性化等の視点から地方都市の特性や現状を分析し、地域の持続的発展に繋がる産業や企業等のあり方を、

社会の動向や地域の特性を踏まえながら構想し企画できる資質や能力を備えた人材 

(4) 住民自治や多文化共生等の視点から地方都市の特性や現状を分析し、地域の文化や国際化を踏まえつつ地域の持続的発展に必要

なコミュニティや多文化共生等のあり方を構想し企画できる資質や能力を備えた人材 
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Ⅲ 選択評価事項Ａ 研究活動の状況 

 

１ 選択評価事項Ａ「研究活動の状況」に係る目的 

福山市立大学は、瀬戸内の大産業都市であり備後の中核都市である福山市が、地域の総合力を高め、持続的な発展を図っていくた

めに創設した公立大学である。このような福山市立大学には、地域の発展に貢献できる人材の育成とともに、地域の産業の振興や生

活・文化の向上等への貢献が強く期待されている。開学後の平成25年４月の評議会で、次のとおり研究活動の基本方針及び研究活動

の具体的計画を策定し（平成27年７月に研究科を追記）、これに基づいて研究活動を展開している。 

 

○研究活動の基本方針 

福山市立大学は、その創設にあたって掲げた「大学の使命」において、「社会の課題解決に向けて、地域社会と連携した実践的で学

際的な学術研究を推進し、新しい学問を創出する。」ことを謳っている。また、「教育研究の理念」において、「個別の専門領域だけで

対応することが困難な現代社会の諸課題に対して、学際的な教育研究を進め、専門分野の融合による新しい「知」の創出をめざす。」

ことを目標として掲げている。 

福山市立大学は、開学以来、これらの使命及び目標の達成に向けて、活発な研究活動に取り組んできており、これからもこれらの

使命及び目標を達成していくことを、本学の研究活動の基本方針とする。 

 

○研究活動の具体的計画 

福山市立大学では、上記の基本方針に基づき、当面、次のような研究活動に取り組んでいくものとする。 

≪教育学部・教育学研究科≫ 

保・幼・小の繋がりのもとで、地域の教育課題を掘り下げ、地域の教育力の向上に繋げる研究に取り組む。具体的には、 

・保・幼・小連携のための教育・保育制度のあり方についての研究 

・教育・保育成果の評価のあり方についての研究 

・教育方法や教育課程の再編成や再構築についての研究 

・学力向上のための授業方法や授業内容等についての研究 

・臨床的な視点からの子どもの育ちや福祉的視点からの教育・支援に関する研究 等  

 

≪都市経営学部・都市経営学研究科≫ 

持続可能な社会への転換に向けた地域の課題を掘り下げ、地域の再生、住民福祉の向上、産業の活性化等に繋げる研究に取り組

む。具体的には、 

・低炭素社会の実現に向けた都市計画・都市開発に関する研究 

・環境負荷の少ない生活環境・生活空間に関する研究 

・持続可能な都市社会のための社会システムや経営モデルに関する研究 

・持続可能な地域産業の振興に関する研究 

・協働型都市行政や住民自治に関する研究 

・共生型多文化社会に関する研究 

・環境問題の国際協働モデルに関する研究 等 
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２ 選択評価事項Ａ 「研究活動の状況」の自己評価 

 

（１）観点ごとの分析 

 

観点Ａ－１－① ： 研究の実施体制及び支援・推進体制が適切に整備され、機能しているか。 

 

【観点に係る状況】 

＜教育学部・教育学研究科の研究体制＞ 

教育学部では、教育学・保育学、心理学・発達臨床、特別支援教育・児童福祉、教育・保育内容研究の４分野

からなる研究体制を編成している。平成28年５月１日現在、専任教員を教育学・保育学分野に８人、心理学・発

達臨床分野に６人、特別支援教育・児童福祉分野に６人、教育内容・保育内容研究分野に８人、計28人（教授 

 

資料Ａ－１－①－Ａ 教育学部の分野別教員編成（平成28年５月１日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：事務局作成資料） 

 

資料Ａ－１－①－Ｂ 教育学部の４分野に置く専門分野の構成（平成28年５月１日現在） 

分  野 職位 専門分野 分  野 職位 専門分野 

教育学・保育学 

教 授 道徳教育 

特別支援教育・児童福祉 

教 授 特別支援教育学 

教 授 保育学 教 授 児童福祉学 

教 授 教育方法学 教 授 発達支援学 

准教授 比較教育 教 授 障害児教育福祉 

准教授 表現教育 准教授 障害児臨床学 

准教授 教育史 准教授 障害児心理学 

准教授 教育制度 

教育・保育内容研究 

教 授 社会科教育 

講 師 幼児教育学 教 授 家庭科教育 

心理学・発達臨床 

教 授 生理心理学 教 授 国語教育 

教 授 発達心理学 教 授 美術教育 

准教授 教育心理学 准教授 理科教育 

准教授 青年心理学 准教授 音楽教育 

講 師 幼児心理学 准教授 国語教育 

講 師 臨床心理学 講 師 算数教育 

（出典：事務局作成資料） 

分   野 教授 准教授 講師 助教 合計 

教育学･保育学 3 4 1 0 8 

心理学･発達臨床 2 2 2 0 6 

特別支援教育･児童福祉 4 2 0 0 6 

教育･保育内容研究 4 3 1 0 8 

計 13 11 4 0 28 
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13人、准教授11人、講師４人）配置している（資料Ａ－１－①－Ａ）。４分野は、それぞれ関連した専門分野の

専任教員で構成している（資料Ａ－１－①－Ｂ）。 

平成27年４月に開設した教育学研究科では、学部に準じて、教育学・保育学、心理学、教育実践学、特別支援

教育学の４分野からなる研究体制を編成している。平成28年５月１日現在、専任教員を教育学・保育学分野に６

人、心理学分野に３人、教育実践学分野に６人、特別支援教育学分野に４人、計19人（教授10人、准教授９人）

配置している（資料Ａ－１－①－Ｃ）。 

 

資料Ａ－１－①－Ｃ 教育学研究科の分野別教員構成（平成28年５月１日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：事務局作成資料） 

 

＜都市経営学部・都市経営学研究科の研究体制＞ 

都市経営学部では、環境、計画・デザイン、経済・経営、共生・開発の４分野からなる研究体制を編成してい

る。平成28年５月１日現在、専任教員を環境分野に４人、計画・デザイン分野に７人、経済・経営分野に７人、

共生・開発分野に７人、計25人（教授13人、准教授10人、講師２人）を配置している（資料Ａ－１－①－Ｄ）。

４分野は、それぞれ関連した専門分野の専任教員で構成している（資料Ａ－１－①－Ｅ）。 

平成27年４月に開設した都市経営学研究科では、学部の４分野を再編し、計画・環境と経済・社会の２系列か

らなる研究体制を編成している。平成28年５月１日現在、専任教員を計画・環境系に７人、経済・社会系に７人、

計14人（教授10人、准教授４人）を配置している（資料Ａ－１－①－Ｆ）。 

 

資料Ａ－１－①－Ｄ 都市経営学部の分野別教員編成（平成28年５月１日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：事務局作成資料） 

 

分   野 教授 准教授 講師 助教 合計 

教育学･保育学 3 3 0 0 6 

心理学 2 1 0 0 3 

教育実践学 3 3 0 0 6 

特別支援教育学 2 2 0 0 4 

計 10 9 0 0 19 

分   野 教授 准教授 講師 助教 合計 

環境 3 １ 0 0 4 

計画・デザイン 5 1 1 0 7 

経済・経営 2 5 0 0 7 

共生・開発 3 3 1 0 7 

計 13 10 2 0 25 
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資料Ａ－１－①－Ｅ 都市経営学部に置く４分野の専門分野の構成（平成28年５月１日現在） 

分  野 職位 専門分野 分  野 職位 専門分野 

環境 

教 授 環境工学 

経済・経営 

教 授 経済思想史 

教 授 物理学 教 授 都市政策論 

教 授 地球環境学 准教授 地域経済学 

准教授 自然地理学 准教授 経済理論 

計画・デザイン 

教 授 アーバンデザイン 准教授 経営学 

教 授 都市生活学 准教授 環境経営学 

教 授 都市計画学 准教授 起業論 

教 授 都市交通工学 

共生・開発 

教 授 アメリカ文化論 

教 授 都市景観学 教 授 都市社会学 

准教授 地域づくり計画学 教 授 国際協力論 

講 師 スポーツ科学 准教授 国際関係論 

（出典：事務局作成資料） 

 

准教授 地域史研究 

准教授 共生社会論 

講 師 英語教育 

 

資料Ａ－１－①－Ｆ 都市経営学研究科の分野別教員構成（平成28年５月１日現在） 

 

 

 

 

  

（出典：事務局作成資料） 

 

＜全学の研究支援体制＞ 

 平成28年５月１日現在、研究活動を支援する事務局体制として総務課（専任職員12人、嘱託職員３人）に総

務担当、企画担当、連携担当を置き、総務担当では教員研究費に関する業務を、企画担当では科学研究費補助金、

外部資金の獲得、研究倫理、研究活動上の不正防止等に関する業務を、連携担当では産官学連携、大学間連携等

に関する業務を担当する体制を整備している。また、附属図書館には、司書６人（専任２人、嘱託４人）を配置

して、教員の研究活動を支援する図書館業務や学部の研究紀要の刊行等を支援する業務を担当している。情報処

理センターには、情報ネットワークのメンテナンスを担当する外部委託の常駐スタッフを配置して、教員の研究

活動に必要な情報ネットワークの運用に関する業務を担当している。 

 研究活動の促進・向上のための委員会等として、平成26年２月に学長を議長とし、副学長、学部長、附属図書

館長、事務局長等、計７人で構成する研究推進会議（資料Ａ－１－①－Ｇ、別添資料Ａ－１－①－１）を設置し

ている。同会議では、重点研究中間発表会の開催や、科研費申請支援事業等を企画・実施しており、平成26年度

には２回、平成27年度には４回会議を開催している。 

  

 

系  列 教授 准教授 講師 助教 合計 

計画・環境 6 1 0 0 7 

経済・社会 4 3 0 0 7 

計 10 4 0 0 14 
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資料Ａ－１－①－Ｇ 研究推進会議の審議事項 

○福山市立大学研究推進会議規程 

第３条 会議は、次に掲げる事項を審議し、又は実施する。 

(1) 研究活動の基本方針に関する事項 

(2) 研究活動の促進・向上のための施策の企画・立案及び実施に関する事項 

(3) その他、研究活動の促進・向上に関する重要事項 

 

別添資料Ａ－１－①－１ 研究推進会議規程 

 

 また、企画研究担当副学長を委員長とする研究倫理審査委員会を設置して、研究活動のうち倫理上の問題が生

じるおそれのあるものについては、研究計画にもとづいて審査を実施している。同委員会は、平成27年度には８

回開催している。 

 

＜研究用施設等＞ 

教育学部・教育学研究科に係る研究用施設としては、港町キャンパスに心理学実験室、機能訓練室、乳幼児演

習室兼子育て支援室等を整備している。都市経営学部・都市経営学研究科に係る研究用施設としては、港町キャ

ンパスに工学演習室（ＣＡＤ室）、工学演習室（製図室）、科学実験室等を整備している。 

 

＜研究成果の発信等＞ 

研究成果の学内外への公表のため、学部ごとに紀要編集委員会を設置し、毎年度、研究成果を編纂した研究紀

要を刊行するとともに、広島県大学共同リポジトリのウェブサイトに紀要論文を公表している（資料Ａ－１－①

－Ｈ）。 

 

資料Ａ－１－①－Ｈ 広島県大学共同リポジトリのウェブサイト 

http://harp.lib.hiroshima-u.ac.jp/fcu/ 
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【分析結果とその根拠理由】 

教育学部及び教育学研究科には４分野からなる研究体制を、都市経営学部には４分野、都市経営学研究科には

２系列からなる研究体制を整備するとともに、事務局には研究活動支援のための体制を整備している。また、研

究推進会議、研究倫理審査委員会、学部に紀要編集委員会を設置して、研究活動の促進・向上、研究倫理への配

慮、研究成果の公表に取り組んでいる。 

これらのことから、研究の実施体制及び支援・推進体制が適切に整備され、機能していると判断する。 

 

 

観点Ａ－１－②： 研究活動に関する施策が適切に定められ、実施されているか。 

 

【観点に係る状況】 

本学では、開学後の平成25年４月に、評議会で研究活動に係る基本方針を策定し、ウェブサイトに公表してい

る（資料Ａ－１－②－Ａ）。 

 

資料Ａ－１－②－Ａ 研究活動に係る基本方針 

■研究活動の基本方針 

 福山市立大学は、その創設にあたって掲げた「大学の使命」において、「社会の課題解決に向けて、地域社会と連携した実践的で

学際的な学術研究を推進し、新しい学問を創出する。」ことを謳っている。また、「教育研究の理念」において、「個別の専門領域だ

けで対応することが困難な現代社会の諸課題に対して、学際的な教育研究を進め、専門分野の融合による新しい「知」の創出をめ

ざす。」ことを目標として掲げている。 

福山市立大学は、開学以来、これらの使命及び目標の達成に向けて、活発な研究活動に取り組んできており、これからもこれら

の使命及び目標を達成していくことを、本学の研究活動の基本方針とする。 

（出典：（http://www.fcu.ac.jp/info/philosophy.html） 

 

同基本方針において、教育学部・教育学研究科に係る研究活動の具体的計画を定めている（資料Ａ－１－②－

Ｂ）。 

 

資料Ａ－１－②－Ｂ 教育学部・教育学研究科に係る研究活動の具体的計画 

■研究活動の具体的計画 

 福山市立大学では、上記の基本方針に基づき、当面、次のような研究活動に取り組んでいくものとする。 

≪教育学部・教育学研究科≫ 

 保・幼・小の繋がりのもとで、地域の教育課題を掘り下げ、地域の教育力の向上に繋げる研究に取り組む。具体的には、 

・保・幼・小連携のための教育・保育制度のあり方についての研究 

・教育・保育成果の評価のあり方についての研究 

・教育方法や教育課程の再編成や再構築についての研究 

・学力向上のための授業方法や授業内容等についての研究 

・臨床的な視点からの子どもの育ちや福祉的視点からの教育・支援に関する研究 等 

（出典：http://www.fcu.ac.jp/info/philosophy.html） 

 

また、都市経営学部・都市経営学研究科に係る研究活動の具体的計画を、資料Ａ－１－②－Ｃのように定めて
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いる。 

 

資料Ａ－１－②－Ｃ 都市経営学部・都市経営学研究科に係る研究活動の具体的計画 

■研究活動の具体的計画 

 福山市立大学では、上記の基本方針に基づき、当面、次のような研究活動に取り組んでいくものとする。 

≪都市経営学部・都市経営学研究科≫ 

持続可能な社会への転換に向けた地域の課題を掘り下げ、地域の再生、住民福祉の向上、産業の活性化等に繋げる研究に取り

組む。具体的には、 

・低炭素社会の実現に向けた都市計画・都市開発に関する研究 

・環境負荷の少ない生活環境・生活空間に関する研究 

・持続可能な都市社会のための社会システムや経営モデルに関する研究 

・持続可能な地域産業の振興に関する研究 

・協働型都市行政や住民自治に関する研究 

・共生型多文化社会に関する研究 

・環境問題の国際協働モデルに関する研究 等 

（出典：http://www.fcu.ac.jp/info/philosophy.html） 

 

このような基本方針及び具体的計画に基づいて、本学では個々の教員が自らの研究を進めるための基盤研究、

本学の特色ある研究を重点的かつ組織的に進めるための重点研究、科学研究費補助金等の競争的外部資金の配分

を受けて教員が単独又は学内外の研究者と共同で取り組む科研費研究の３つの区分で研究活動を進めている。 

基盤研究のための教員研究費は、教員当たりの定額を定め、毎年、前年度の２月に各教員が交付申請書及び研

究計画書によって申請し、学長の審査を経て３月中に配分を決定している。 

重点研究のための教員研究費は、共同研究と個人研究の区分を設け、それぞれに上限額を設定して、毎年４月

に代表研究者が交付申請書及び研究計画書によって申請し、重点研究費配分審査委員会（委員長は学長）の審査

を経て、６月初旬に採択課題と研究費の配分を決定している（資料Ａ－１－②－Ｄ、別添資料Ａ－１－②－１～

２）。 

 

資料Ａ－１－②－Ｄ  重点研究費配分に係る審査の観点 

○重点研究費配分要綱 

６ 審査の観点 

次の観点により総合的に審査し、配分額を決定する。なお、必要に応じて申請者に対してヒヤリングを行う。 

・本学の特色を高める研究であること。 

・地域の課題に繋がる研究であること。 

・若手教員の育成に繋がる研究であること。 

・学術的意義の高い研究であること。 

・教育内容や教育方法の改善に繋がる研究であること。 

・外部資金の獲得に繋がる研究であること。 

・申請者は、科学研究費補助金等の外部資金の申請をしていること。 

（出典：福山市立大学重点研究費配分要綱） 
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別添資料Ａ－１－②－１ 教員研究費取扱規程 

別添資料Ａ－１－②－２ 重点研究費配分要綱 

 

  なお、基盤研究費の配分を受けた教員は、年度終了１月後の４月末までに実績報告書を、学部長を経て学長に

提出している。重点研究費の配分を受けた教員については、毎年12月に開催する重点研究中間発表会で研究の進

捗状況を報告し、最終的な研究実績は年度終了１月後の４月末までに実績報告書を、学部長を経て学長に提出し

ている。 

科研費研究については、申請率・採択率を高めるため、研究推進会議のもとで毎年９月に科学研究費補助金申

請のための研修会を開催するとともに、優れた申請書の閲覧サービス、採択経験豊富な協力教員による応募書類

の点検等の申請支援メニューを企画・実施している（資料Ａ－１－②－Ｅ）。交付を受けた科学研究費補助金等に

ついては、科学研究費補助金取扱要領及び科学研究費補助金内部監査実施要領を定め、その適正な管理と運用を

行っている。 

 

資料Ａ－１－②－Ｅ 科学研究費補助金申請の支援メニュー 

○科学研究費補助金申請の支援メニュー 

■ 科学研究費補助金申請のための研修会の開催 

■ 研究計画調書作成マニュアルの提供 

■ 優れた申請書閲覧サービスの提供 

■ 採択経験豊富な「協力教員」による応募書類の点検 

■ 申請書提出時チェックリストの提供 

（出典：「平成27年度科学研究費補助金申請のための研修会」配布資料） 

 

 このほか、学外機関から委託を受けて行う受託研究及び学外研究者と共同で行う共同研究については、受託研

究規程及び共同研究規程に基づき、教育研究上有意義なものであり、かつ本来の教育研究業務に支障を及ぼさな

いものについて受入れを認めている（資料Ａ－１－②－Ｆ）。 

 

資料Ａ－１－②－Ｆ 受託研究及び共同研究の受入条件 

○受託研究規程 

第２条 本学において受託する研究等は、本学の教育研究上有意義なものであり、かつ本来の教育研究業務に支障を及ぼさないも

のでなければならない。 

○共同研究規程 

第２条 共同研究は、外部より必要な経費を受け入れて行うものとする。 

２ 共同研究は、本学の教育研究上有意義なものであり、かつ、本学の教育研究業務に支障を及ぼさないものでなければならない。

 

 研究不正の防止については、平成25～26年度に文部科学省から示された２つの新ガイドラインに対応した研究

不正防止のための体制を整えるとともに、平成27年９月の評議会で研究活動不正行為防止規程等を再整備し、同

年 10 月には教職員と大学院生を対象に研究倫理教育及びコンプライアンス教育を内容とする研修会を開催して

いる（別添資料Ａ－１－②－３～５）。 

研究上の倫理的配慮については、研究倫理規程に基づき研究倫理審査委員会（委員長は副学長[企画研究担当]）
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が研究内容等に基づいて個別に審査している（別添資料Ａ－１－②－６～７）。 

 

別添資料Ａ－１－②－３ 研究活動不正行為防止規程 

別添資料Ａ－１－②－４ 研究費不正使用防止規程 

別添資料Ａ－１－②－５ 福山市立大学における研究者の行動規範 

別添資料Ａ－１－②－６ 研究倫理規程 

別添資料Ａ－１－②－７ 研究倫理審査委員会設置要領 

 

【分析結果とその根拠理由】 

 研究活動に係る基本方針、学部・研究科ごとの研究活動の具体的計画を定め、基盤研究、重点研究、科研費研

究の３区分を設けて研究活動を進めている。基盤研究、重点研究については、教員の申請に基づいて研究費を配

分している。科学研究費補助金の申請率・採択率を高めるため、研修会の開催等、申請支援メニューを企画・実

施している。研究不正の防止については、新ガイドラインに対応した規程等を整備するとともに、教職員と大学

院生を対象にした研修会を開催している。 

これらのことから、研究活動に関する施策が適切に定められ、実施されていると判断する。 

 

 

観点Ａ－１－③ ： 研究活動の質の向上のために研究活動の状況を検証し、問題点等を改善するための取組が行

われているか。 

 

【観点に係る状況】 

本学では、学校教育法第109条第１項の定めに基づき、自己点検評価規程を定めるとともに、大学の教育研究

等の状況について自ら点検及び評価を行うため、自己点検評価委員会を設置している（別添資料Ａ－１－③－１

～２）。 

 

別添資料Ａ－１－③－１ 自己点検評価規程 

別添資料Ａ－１－③－２ 自己点検評価委員会規程 

 

自己点検評価委員会は、学長を委員長とし、副学長、学部長、附属図書館長、両学部教員各２人、事務局長、

総務課長、学務課長の計12人で構成し、開学初年度の平成23年度から自己点検評価を実施している。 

研究活動の状況については、個々の教員の活動状況を把握するため、自己点検評価委員会が毎年度専任教員を

対象に「大学の自己点検評価のための教員活動調査」を実施している。本調査では、研究活動の成果、外部者か

らの評価、国内外の大学・研究機関との共同研究等、12項目（資料Ａ－１－③－Ａ）について調査し、全教員が

毎年10月末現在で作成し、翌年の１月と４月に活動実績の情報を更新して、当該年度の教員活動調査の結果を確

定している（別添資料Ａ－１－③－３ ～４）。 
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資料Ａ－１－③－Ａ 教員活動調査における研究活動の状況に関する調査項目 

■研究活動成果（論文、著書、特許、学会・研究会等における発表、芸術作品・競技記録・技術製品等、その他の研究活動成果）

■外部者からの評価【研究成果の質】 

■外部者からの評価【研究成果の社会的・経済的・文化的貢献】 

■国内外の大学・研究機関との共同研究 

■国内外の大学・研究機関との学術交流 

■研究活動における地域との連携 

■特許の申請 

■受託研究の受託・申請 

■科学研究費補助金以外の競争的外部資金の申請・受入 

■各種民間団体の研究助成金の申請・受入 

■学会賞等の受賞 

■研究成果についての報道等 

（出典：教員活動調査記入票） 

 

別添資料Ａ－１－③－３  平成26年度教員活動調査実施依頼文 

別添資料Ａ－１－③－４  平成26年度教員活動調査記入票 

 

これらの資料等をもとに、自己点検評価委員会が（独）大学改革支援・学位授与機構が定める大学機関別選択

評価Ａ（研究活動の状況）の基準・観点を準用して自己点検評価を実施している。毎年10月から翌年５月末まで

の８か月を作業期間とし、自己点検結果の１次まとめ、２次まとめ、３次まとめの作業段階を設定して当該年度

の自己点検評価書を作成している（別添資料Ａ－１－③－５～６）。 

 

別添資料Ａ－１－③－５ 平成26年度自己点検評価の作業方針 

別添資料Ａ－１－③－６ 平成26年度自己点検評価作業の実施日程 

  

本学では、平成26年２月に研究推進会議（議長：学長）を設置するとともに、研究活動の質の改善・向上を図

るための取組を、研究活動の促進・向上システム（資料Ａ－１－③－Ｂ）によって進めていくことを評議会で確

認している。このシステムでは、研究活動の基本方針の設定（Ｐ）を出発点とし、そこに掲げる目標の達成に向

けて教員が取り組む研究活動（Ｄ）の成果を、自己点検評価委員会が中心となって把握・分析し（Ｃ）、研究推進

会議のもとで研究活動の促進・向上のための施策の企画・立案・実施（Ａ）に繋げていくためのシステムとして

構想し、今後、そのようなＰＤＣＡサイクルとして機能させていくことを目標としている。平成28年５月現在、

本学は学年進行の中で開学後５年間の研究活動の状況をようやく整理・分析した段階にあり、これを踏まえた研

究活動の質の向上に向けた具体的な取組を策定・実施するまでには至っていない。 
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資料Ａ－１－③－Ｂ 研究活動の促進・向上システム 

 

（出典：平成26年2月17日評議会資料）                                               

 

これまでの自己点検評価の結果に基づいて取り組んだ研究活動に関する具体的な改善事例として、次のような

ものが挙げられる（資料Ａ－１－③－Ｃ）。 

 

資料Ａ－１－③－Ｃ  自己点検評価の結果に基づいて取り組んだ研究活動に関する主な改善事例 

自己点検評価実施年度 具体的な改善事例 

平成23年度 ・評議会で「研究活動に関する基本方針」を策定。（実施時期：平成25年4月） 

平成24年度 ・評議会で「研究活動の促進・向上システム」を策定。（実施時期：平成26年2月） 

（出典：自己点検評価委員会資料「平成23・24年度自己点検評価に基づく改善策の策定について（報告）」 

 

【分析結果とその根拠理由】 

自己点検評価委員会を設置し、研究活動の状況を含め自己点検・評価を実施している。専任教員を対象として

毎年度、大学の自己点検評価のための教員活動調査を実施し、大学全体の研究活動の状況を把握・分析している。

研究推進会議を設置して研究活動の促進・向上システムを構築しており、今後ＰＤＣＡサイクルとして機能させ

ていくことを目標としている。 

これらのことから、研究活動の質の向上のために研究活動の状況を検証し、問題点等を改善するための取組が

行われていると判断する。 

 

  

観点Ａ－２－① ：研究活動の実施状況から判断して、研究活動が活発に行われているか。 

 

【観点に係る状況】 
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＜教育学部・教育学研究科＞ 

 毎年度の基盤研究は個々の教員によって実施され、その研究実績は年度終了後１月後の４月末までに実績報告

書によって学部長を経て学長に提出されている。平成27年度の研究課題は、別添資料Ａ－２－①－１のとおりと

なっている。 

 

別添資料Ａ－２－①－１ 平成27年度教員研究費【基盤】研究課題一覧（教育学部） 

 

毎年度の重点研究は、共同研究又は個人研究によって実施されており、その進捗状況は、毎年12月に開催する

重点研究中間発表会において報告され、最終的な研究実績は年度終了１月後の４月末までに実績報告書によって

学部長を経て学長に提出されている。重点研究の申請・採択実績は、平成23年度が申請12件・採択６件、平成

24年度が申請９件・採択５件、平成25年度が申請８件・採択７件、平成26年度が申請８件・採択７件、平成27

年度が申請５件・採択４件となっている（資料Ａ－２－①－Ａ、別添資料Ａ－２－①－２）。 

 

資料Ａ－２－①－Ａ 平成27年度重点研究課題一覧（教育学部・教育学研究科） 

番号 区分 研  究  課  題（採択分） 

1 共同 戦前の台湾州立盲唖学校の分析による日本植民地政策の検討 

2 個人 教員養成を目的とする大学における統計教育の現状と必要な教育内容 

3 共同 初任教師の実践的知識の形成 

4 共同 初任児童福祉施設職員の成長過程に関する基礎的研究 

（出典：重点研究費配分審査委員会資料） 

 

別添資料Ａ－２－①－２ 平成23～27年度重点研究課題一覧（採択分） 

 

 このほか、平成25～27年度に、共同研究１件、受託研究１件、各種助成金（奨学寄附金）４件を受け入れてい

る（資料Ａ－２－①－Ｂ）。 

 

資料Ａ－２－①－Ｂ 共同研究、受託研究、助成金の受入状況（教育学部・教育学研究科） 

区 分 受入年度 研 究 課 題 

共同研究 平成26・27年度 アクリル端材の再利用による壁面・空間装飾技術とアクリル加工技術の開発 

受託研究 平成25年度 児童虐待分析調査研究 

各種助成金 

（奨学寄附金） 

平成26年度 近代日本の産育文化とその変容に関する研究 

平成27年度 発達障害の病態解明（当該領域の知見に普及・啓蒙活動を含む） 

平成27年度 乳幼児期の母語発達を促す教育プログラム開発に関する基礎研究 

平成27年度 近代日本の産育文化とその変容と「母性の教化」 

（出典：事務局作成資料） 

 

科学研究費補助金の申請については、資料Ａ－２－①－Ｃのとおり平成23年度９件、平成24年度７件、平成

25年度６件、平成26年度５件、平成27年度３件、計30件となっている。 
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資料Ａ－２－①－Ｃ 科学研究費補助金の申請状況（教育学部・教育学研究科） 

申請年度 申請件数 内      訳 

平成23年度 ９件 基盤研究Ｂ２件、基盤研究Ｃ５件、挑戦的萌芽研究１件、若手研究Ｂ１件 

平成24年度 ７件 基盤研究Ｂ２件、基盤研究Ｃ２件、挑戦的萌芽研究１件、若手研究Ｂ２件 

平成25年度 ６件 基盤研究Ｃ２件、挑戦的萌芽研究２件、若手研究Ｂ２件 

平成26年度 ５件 基盤研究Ｂ１件、基盤研究Ｃ１件、挑戦的萌芽研究２件、若手研究Ｂ１件 

平成27年度   ３件 基盤研究Ｂ１件、若手研究Ｂ２件 

（出典：事務局作成資料） 

 

研究成果は各専門分野の学術誌、著書等として公表されており、また各専門分野の学会等で発表されている。

平成23～27年度の５年間で著書67編、論文208編、学会・研究会発表等224件、芸術作品等28件、その他の研

究活動成果111件、計275編・363件となっている。（資料Ａ－２－①－Ｄ）。 

 

資料Ａ－２－①－Ｄ 研究成果の公表状況（教育学部・教育学研究科） 

年 度 著書（編） 論文（編） 
学会・研究会 

発表等（件） 
芸術作品等（件） 

その他の研究 

活動成果（件） 

平成23年度 10 62 47 7 20 

平成24年度 12 35 60 3 23 

平成25年度 18 33 33 8 16 

平成26年度 13 30 35 4 29 

平成27年度 14 48 49 6 23 

計 
67 208 224 28 111 

275編 363件 

（出典：各年度の教員活動調査の結果） 

 

＜都市経営学部・都市経営学研究科＞ 

毎年度の基盤研究は個々の教員によって実施され、その研究実績は年度経過後１月後の４月末までに実績報告

書によって学部長を経て学長に提出されている。平成27年度の研究課題は、別添資料Ａ－２－①－３のとおりと

なっている。 

 

別添資料Ａ－２－①－３ 平成27年度教員研究費【基盤】研究課題一覧（都市経営学部） 

 

毎年度の重点研究は、共同研究又は個人研究によって実施されており、その進捗状況は、毎年12月に開催する

重点研究中間発表会において報告され、最終的な研究実績は年度経過１月後の４月末までに実績報告書によって

学部長を経て学長に提出されている。重点研究の申請・採択は、平成23年度が申請14件・採択７件、平成24

年度が申請13件・採択９件、平成25年度が申請10件・採択７件、平成26年度が申請９件・採択８件、平成27

年度が申請17件・採択13件となっている。（資料Ａ－２－①－Ｅ、別添資料Ａ－２－①－２）。 
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資料Ａ－２－①－Ｅ 平成27年度重点研究課題一覧（都市経営学部・都市経営学研究科） 

番号 区分 研  究  課  題（採択分） 

1 共同 「水」を起点とした持続可能な地域活性化に向けた地域ブランド戦略の構築 

2 個人 都市活動・地域経済活動を支えてきた都市基盤施設の整備経緯に係る分析 

3 個人 朝鮮通信使の瀬戸内海寄港地における歴史文化資源の活用 

4 共同 防災情報の可視化 

5 個人 都市の中心市街地活性化に必要不可欠な商店街の再生・活性化に関する調査研究 

6 共同 学生まちづくりワークショップの体系化に関する実践的研究 

7 個人 新自由主義的制度変化と所得分配 

8 共同 備後圏の養蚕業史と養蚕に関わる物語の発掘 

9 個人 福山市の企業が持つ国際協力・ソーシャル・ビジネスの資源と可能性 

10 個人 コミュニティ・ファイナンスによる地域再生の国際比較 

11 個人 骨格筋収縮時における超音波輝度変化から高齢者のサルコペニア発生を推定する 

12 共同 「大学・地域住民協働」による郊外専用住宅地活性化に関する研究 

13 個人 米国の都市内分権展開におけるコミュニティリーダー育成についての研究 

（出典：重点研究配分審査委員会資料） 

 

このほか、平成24～27年度に民間企業との共同研究４件、民間企業・団体等からの助成金（奨学寄附金）12

件を受け入れている（資料Ａ－２－①－Ｆ）。 

 

資料Ａ－２－①－Ｆ 共同研究、受託研究、助成金の受入状況（都市経営学部・都市経営学研究科） 

区 分 受入年度 研 究 課 題 

共同研究 

平成24年度 福山港の色・臭いに関する環境調査研究 

平成25年度 福山港の未処理下水及び堆積物の環境影響に関する調査研究 

平成26年度 下水流入軽減前後の福山内港の水質の変化に関する調査・研究 

平成27年度 水域への流入下水及び鉄鋼スラグによる水質浄化に関する調査研究 

各種助成金 

（奨学寄附金） 

平成24～26年度 水道システムにおける省電力の現状と技術評価 

平成25～27年度 上水分野をはじめとした水環境の浄化・保全に関わる学術研究 

平成25・26年度 エジプトにおける「アラブの春」後のジェンダー及び女性の権利 

平成25・26年度  「アラブの春」後のジェンダーに関する国際的・学際的研究 

平成26年度 住環境の維持、向上に資する都市計画提案制度の活用方法の研究 

平成26年度 瀬戸内海沿岸部・島嶼部における戦争遺跡の実態調査 

平成27年度 ドイツの地方都市における縮退・都市再生（リノベーション）の取り組み 

平成27年度 ドイツの縮退プログラムにおける公民連携型の住環境再整備と日本への示唆 
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各種助成金 

（奨学寄附金） 

平成27年度 
ハンブルク港の大規模都市開発事業（ハーフェンシティ・プロジェクト）におけるエリ

アマネジメントに関する研究～安心・安全と賑わいの持続可能性に注目して～ 

平成27年度 宗教の復興と近代立憲主義の揺らぎ：マレーシア憲法制定史から 

平成27年度 水道における高分子凝集剤等の処理特性に関する研究 

平成27年度 水道事業における広域化・官民連携と技術継承 

 

科学研究費補助金の申請については、資料Ａ－２－①－Ｇのとおり、平成23年度14件、平成24年度９件、平

成25年度６件、平成26年度８件、平成27年度12件、計49件となっている。 

 

資料Ａ－２－①－Ｇ 科学研究費補助金の申請状況（都市経営学部・都市経営学研究科） 

申請年度 申請件数 内      訳 

平成23年度 １４件 基盤研究Ｂ２件、基盤研究Ｃ８件、若手研究Ｂ４件 

平成24年度   ９件 基盤研究Ｂ１件、基盤研究Ｃ６件、挑戦的萌芽研究１件、若手研究Ｂ１件 

平成25年度   ６件 基盤研究Ｃ４件、挑戦的萌芽研究１件、若手研究Ｂ１件 

平成26年度   ８件 基盤研究Ｂ２件、基盤研究Ｃ４件、挑戦的萌芽研究１件、若手研究Ｂ１件 

平成27年度 １２件 基盤研究Ｂ２件、基盤研究Ｃ３件、挑戦的萌芽研究４件、若手研究Ｂ３件 

（出典：事務局作成資料） 

 

研究成果は、各専門分野の学術誌、著書等として公表されており、また、各専門分野の学会等で発表されてい

る。平成23～27年度の５年間で著書20編、論文179編、、学会・研究会発表等173件、芸術作品・競技記録等2

件、その他の研究活動成果30件、計199編・205件となっている（資料Ａ－２－①－Ｈ）。 

 

資料Ａ－２－①－Ｈ 研究成果の公表状況（都市経営学部・都市経営学研究科） 

年 度 著書（編） 論文（編） 
学会・研究会 

発表等（件） 
芸術作品等（件） 

その他の研究 

活動成果（件） 

平成23年度 3 36 33 1 6 

平成24年度 3 35 26 0 4 

平成25年度 1 33 41 1 5 

平成26年度 6 29 29 0 11 

平成27年度 7 46 44 0 4 

計 
20 179 173 2 30 

199編 205件 

（出典：各年度の教員活動調査の結果） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

両学部・両研究科では、毎年度、個々の教員によって基盤研究が実施され、また、両学部合わせて13～17件の

重点研究が共同研究又は個人研究によって実施されている。また、民間企業等との共同研究や受託研究も実施さ

れている。平成23～27年度の科学研究費補助金の申請は、教育学部・教育学研究科では計30件、都市経営学部・

都市経営学研究科では計49件となっている。平成23～27年度の研究成果の発表は、教育学部・教育学研究科で

は計275編・363件、都市経営学部・都市経営学研究科では計199編・205件となっている。 
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 これらの研究活動の実施状況から判断して、両学部・研究科とも研究活動が活発に行われていると判断する。 

 

 

観点Ａ－２－②： 研究活動の成果の質を示す実績から判断して、研究の質が確保されているか。 

 

【観点に係る状況】 

＜教育学部・教育学研究科＞ 

○論文・著書等の実績 

 平成23～27年度に教育学部・教育学研究科の専任教員が発表した論文208編のうち、国際学術誌4編（1.9％）、

全国規模の学会が刊行する学術誌39編（18.8％）となっている。また、著書67編のうち、単著８編、共著59

編となっている。 

○学会発表等の実績 

 平成23～27年度に教育学部・教育学研究科の専任教員が行った学会・研究会発表224件のうち、国際会議等で

の発表17件（7.6％）、全国規模の学会での発表143件（63.8％）となっている。 

○招待講演等の実績 

 平成23～27年度に教育学部・教育学研究科の専任教員は、学会等から招待講演やシンポジスト等の依頼を計７

件受けている（資料Ａ－２－②－Ａ）。 

 

資料Ａ－２－②－Ａ 学会等での招待講演等の具体例（教育学部・教育学研究科） 

年  度 内                 容 

平成23 年度 
日本生理心理学会シンポジウム（平成23年5月、高知）の話題提供者 

「ホメオスタシス性睡眠調節と睡眠時間制限に基づく睡眠改善の実験的検討」（別紙様式①－乙教員No.9） 

平成24 年度 

日本健康心理学会主催「第81回健康心理士研修会」（平成24年11月）の講師 

「認知行動療法による睡眠行動の再形成－睡眠制限法の考え方と実践」（別紙様式①－乙教員No.9） 

日本特殊教育学会（平成24年9月、つくば国際会議場）における学会企画シンポジウム「東アジア地域における特

別なニーズのある子どもの教育の新たな研究動向と課題－中国，韓国，台湾，日本における今後10年間の研究を展

望する－」のコメンテーター（別紙様式①－乙教員No.15） 

日本盲教育史研究会結成大会（平成24年10月、日本点字図書館）における基調講演 

「盲唖児に対する教育界の関心の共有化と辺境化－日本障害児教育史研究の意義を改めて考える－」 

（別紙様式①－乙教員No.15） 

日本福祉文化学会第23回全国大会のシンポジウム「福祉の先人と大原孫三郎」（平成24年9月、倉敷）でシンポ

ジストとして「大原孫三郎『若竹の園』創設の理念と実際」と題して講演（別紙様式①－乙教員No.2） 

平成25 年度 

日本特殊教育学会（平成25年9月、明星大学）における教育講演 

「インクルーシブ教育の源泉・現状・行方」（別紙様式①－乙教員No.15） 

第二届流动儿童学前教育发展论坛（平成25年5月、北京師範大学、中国）において招待講演 

「多文化背景にある在日外国人児童の生活・教育現状と発達保障の課題について」（別紙様式①－乙教員No.4） 

（出典：各年度の教員活動調査） 

 

○受賞等の状況 

教育学部准教授（別紙様式①－乙教員No.25）は、平成23年7月29日に北海道高等学校理科研究会功績賞を

受賞している。 

○科研費の獲得実績 

教育学部・教育学研究科の専任教員による科学研究費補助金の獲得については、平成23年度16件（代表６件、
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分担10件）、平成24年度16件（代表７件、分担９件）、平成25年度19件（代表９件、分担10件）、平成26年

度17件（代表７件、分担10件）、平成27年度20件（代表８件、分担12件）と安定した獲得実績を維持してき

ている（資料Ａ－２－②－Ｂ）。 

 

資料Ａ－２－②－Ｂ 科学研究費補助金の採択状況（教育学部・教育学研究科） 

交付年度 

代表研究 分担研究 
合計 

(件) 

総額 

(円) 新規

(件) 

継続 

(件) 

合計 

(件) 

金額 

(円) 

新規 

(件) 

継続 

(件) 

合計 

(件) 

金額 

(円) 

平成23年度 5 1 6 11,167,000 3 7 10 2,912,000 16 14,079,000

平成24年度 2 5 7 9,322,500 2 7 9 2,710,500 16 12,033,000

平成25年度 2 7 9 9,050,000 6 4 10 2,704,000 19  11,754,000

平成26年度 1 6 7 9,585,000 2 8 10 2,047,500 17 11,632,500

平成27年度 3 5 8 10,985,000 4 8 12 3,380,000 20 14,365,000

（出典：各年度の外部資金獲得状況一覧。【注】金額は直接経費と間接経費の合計） 

 

＜都市経営学部・都市経営学研究科＞ 

○論文・著書等の実績 

 平成23～27年度に都市経営学部・都市経営学研究科の専任教員が発表した論文179編のうち、国際学術誌28

編（15.6％）、全国規模の学会が刊行する学術誌35編（19.6％）となっている。また、著書20編うち、単著１編、

共著19編（うち英文著書２編）となっている。うち、都市経営学部准教授（別紙様式①－乙教員No.15）による

制度経済学の視点からアジア資本主義の多様性を論じた論文“Asian Capitalisms: Institutional Configuration 

and Firm Heterogeneity”in Diversity and Transformations of Asian Capitalism, edited by R. Boyer, H.Uemura 

and A.Isogai, Routledge, 2011, xxv+379, pp.243-263（Chap.13）（成果番号１）は、M.Witt and G.Reddingに

よる論文'Asian business systems: institutional comparison,clusters and implications for varieties of 

capitalism and business systems theory,' Socio-Economic Review, 11(2), pp.265-300 (2013)において詳細

に引用され検討されている。 

○学会発表の実績 

 平成23～27年度に都市経営学部・都市経営学研究科の専任教員が行った学会・研究会発表173件のうち、国際

会議等での発表50件（28.9％）、全国規模の学会での発表77件（44.5％）となっている。 

○招待講演等の実績 

 平成23～27年度に都市経営学部・都市経営学研究科の専任教員は、学会等から招待講演や指定討論者等の依頼

を計８件受けている（資料Ａ－２－②－Ｃ）。 
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資料Ａ－２－②－Ｃ 学会等での招待講演等の具体例（都市経営学部・都市経営学研究科） 

年  度 内                 容 

平成24年度 
研究発表“The Transformation of Growth Regime and De-industrialization in Japan”International Conference 

2012, YNU, Yokohama,21-22 Aug.2012の指定討論者（別紙様式①－乙教員No.15） 

平成24年度 
研究発表「東アジア資本主義の制度的階層性とマクロ経済的多様性」（経済理論学会第60回大会，愛媛大学，松山，

2012年10月6-7日）の指定討論者（別紙様式①－乙教員No.15） 

平成24年度 
研究発表「資本主義の多様性アプローチを用いた制度変化分析」（経済理論学会第60回大会，愛媛大学，松山，2012

年10月6-7日）の指定討論者（別紙様式①－乙教員No.15） 

平成24年度 

研究発表“The Political Economy of Neoliberalism in France and Italy”（The 4th International Symposium 

of The Dynamics of Policy Innovation and Paradigmatic Change, Waseda University, Tokyo, December 11, 2012）

の指定討論者（別紙様式①－乙教員No.15） 

平成24年度 

研究発表“Desajustements de change,federalisme budgetaire et ajustements en union monetaire”（11e colloque 

Franco-Japonais des Sciences Economiques, Nagoya City University, Nagoya, March 23, 2013）の指定討論者

（別紙様式①－乙教員No.15） 

平成25年度 
研究発表「ドイツ労使交渉システムの弛緩と IG メタルの対応－派遣労働問題への対応を中心に」（経済理論学会

第61回大会，専修大学，2013年10月6日）の指定討論者（別紙様式①－乙教員No.15） 

平成26年度 
研究発表「認知資本主義レジームにおける不安定性」（経済理論学会第62回大会，阪南大学，2014年10月25-26

日）の指定討論者（別紙様式①－乙教員No.15） 

平成27年度 
「ウェアラブル機器によって得られた医療ビッグデータを利活用するための数理モデルの開発」キックオフセミナ

ーにおける招待講演, 福井大学, 2015年 9月17日（別紙様式①－乙教員No.2） 

（出典：各年度の教員活動調査） 

 

○受賞等の状況 

 該当なし 

○科研費の獲得実績 

都市経営学部・都市経営学研究科の専任教員による科学研究費補助金の採択については、平成23年度５件（代

表２件、分担３件）、平成24年度８件（代表４件、分担４件）、平成25年度10件（代表６件、分担４件）、平成

26年度14件（代表８件、分担６件）、平成27年度14件（代表６件、分担８件）と、着実に獲得実績を伸ばして

きている（資料Ａ－２－②－Ｄ）。 

 

資料Ａ－２－②－Ｄ 科学研究費補助金の採択状況（都市経営学部・都市経営学研究科） 

交付年度 

代表研究 分担研究 
合計 

(件) 

総額 

(円) 新規

(件) 

継続 

(件) 

合計 

(件) 

金額 

(円) 

新規 

(件) 

継続 

(件) 

合計 

(件) 

金額 

(円) 

平成23年度 0 2 2 1,950,000 0 3 3 910,000 5 2,860,000

平成24年度 2 2 4 3,510,000 1 3 4 1,079,000 8 4,589,000

平成25年度 3 3 6 7,150,000 2 2 4 598,000 10  7,748,000

平成26年度 1 7 8 7,371,000 3 3 6 1,495,000 14 8,866,000

平成27年度 1 5 6 5,200,000 2 6 8 1,618,500 14 6,818,500

（出典：各年度の外部資金獲得状況一覧。【注】金額は直接経費と間接経費の合計） 

 



福山市立大学 選択評価事項Ａ 

- 22 - 

 

 このほか、科研費以外の競争的外部資金として、ＣＲＥＳＴ（科学技術振興機構・戦略的創造研究推進事業）の

委託研究費や厚生労働省科学研究費補助金を、計６件獲得している（資料Ａ－２－②－Ｅ）。 

 

資料Ａ－２－②－Ｅ 科研費以外の競争的外部資金の獲得状況（都市経営学部・都市経営学研究科） 

申請年度 件数 内      訳 

平成24年度 ２件 

委託研究（CREST）「多様な水源に対応できるロバストＲＯ/ＮＦ膜の開発」 

（受入額970,000円） 

厚生労働省科学研究費補助金「経年化浄水施設における原水水質悪化等への対応に関する研究」

（受入額500,000円） 

平成25年度 ２件 

委託研究（CREST）「多様な水源に対応できるロバストＲＯ/ＮＦ膜の開発」 

（受入額950,000円） 

厚生労働省科学研究費補助金「経年化浄水施設における原水水質悪化等への対応に関する研究」

（受入額500,000円） 

平成26年度 １件 
委託研究（CREST）「多様な水源に対応できるロバストＲＯ/ＮＦ膜の開発」 

（受入額970,000円） 

平成27年度 １件 
委託研究（CREST）「多様な水源に対応できるロバストＲＯ/ＮＦ膜の開発」 

（受入額1,300,000）円 

（出典：各年度の外部資金獲得状況一覧、【注】金額は分担者分及び間接経費を除く。） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

 研究成果は、論文として全国規模の学会が刊行する学術誌や海外の学術誌に発表されている。また、研究成果

は、全国規模の学会や国際会議等でも発表されている。科学研究費補助金は、代表研究・分担研究を合わせて教

育学部・教育学研究科では16～19件、都市経営学部・都市経営学研究科では5～14件で推移している。このほか、

学会等での招待講演等や科研費以外の競争的外部資金獲得の実績を挙げている。 

これら研究活動の成果の質を示す実績から判断して、両学部・研究科とも、研究の質が確保されていると判断

する。 

 

 

観点Ａ－２－③：社会・経済・文化の領域における研究成果の活用状況や関連組織・団体からの評価等から判断

して、社会・経済・文化の発展に資する研究が行われているか。 

 

【観点に係る状況】 

＜教育学部・教育学研究科＞ 

○教育・保育分野の関係機関等からの評価 

 平成23～27年度において教育学部・教育学研究科の専任教員の研究活動の評価に基づいて、教育や保育分野に

おける関係機関等と実施した共同研究や連携事業として、次のような具体例が挙げられる。（資料Ａ－２－③－Ａ）。 

 

資料Ａ－２－③－Ａ 教育・保育分野の関係機関との共同研究や連携事業の具体例 

番号 内              容 

１ 

平成24 年度より福山市・福山市立大学連携事業「福山市の保幼小連携に関する研究」を実施、現職教員・保育士対象の

保幼小合同研究会「子どもの育ちと学びをどのようにつなぐか－小学校のスタートを大切に」等を開催。（別紙様式①－

乙教員No.2, 6） 
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２ 

平成23年度に福山市・福山市立大学連携事業「福山市における就学前発達障害児の実態調査研究」を実施するとともに、

平成24年度より現職教員を対象に福山市・福山市立大学連携事業「発達障害の事例を通した研修」事業を実施。（別紙様

式①－乙教員No.18, 19, 20） 

３ 
平成 24 年度より福山市・福山市立大学連携事業「福山市子どもの生活実態調査」を実施。（別紙様式①－乙教員 No.9, 

10,11,12,13,14） 

４ 
平成23 年度より福山市教育委員会と福山市立大学の現職教員の研修を軸とした連携・協力による長期研修生の受入、初

任者研修への参画、、授業検討ワークショップを開催。（別紙様式①－乙教員No.3） 

５ 
平成24年度より福山市の市立保育所及び市立幼稚園に開設する「ことばの相談室」担当職員への研修を実施。（別紙様式

①－乙教員No.19） 

６ 

近隣の尾道市が文部科学省の助成を受けて尾道市立中庄幼稚園（文科省幼小連携研究指定校）、広島県教育委員会、広島

県東部教育事務所、尾道市教育委員会が平成23～25 年度に連携して実施した「言葉の育ち」に視点をおいた幼小接続期

の指導法・教材等の開発研究に運営委員（指導助言者）として参画。（別紙様式①－乙教員No.2） 

７ 
平成26年3月にフランスのパリ・エスト・クレテイユ大学教授との「表現指導法」に関する研究交流として、当該大学

の授業「コミュニケーション実践」において日仏学生の共同授業を実施。（別紙様式①－乙教員No.6） 

８ 
平成23～24 年度に北海道立オホーツク流氷科学センターの顧問研究員として流氷の発生過程を可視化する実験装置を開

発。（別紙様式①－乙教員No.25） 

９ 
平成25年度に科学技術振興機構サイエンスパートナーシップ事業（広島大学附属福山中高等学校）に協力。（別紙様式①

－乙教員No.25） 

（出典：各年度の教員活動調査） 

 

○審議会委員等としての政策形成等への寄与 

 教育学部・教育学研究科の専任教員の多くが、地域の自治体等の設置する審議会等の委員を務めており、それ

ぞれの研究活動の成果を生かし、主として教育・保育分野に関する学識経験者として、政策形成や政策実施に参

画して提言や助言を行っている（資料Ａ－２－③－Ｂ）。具体例として、福山市関係では社会福祉審議会委員、次

世代育成支援対策懇話会委員、男女共同参画審議会委員等が、福山市以外では文部科学省大学設置・学校法人審

議会専門委員、文部科学省「国連ESDの10年」円卓会議メンバー、倉敷市放課後対策事業推進委員会委員等が挙

げられる（別添資料Ａ－２－③－１）。 

 

資料Ａ－２－③－Ｂ 審議会委員等の担当状況（教育学部・教育学研究科専任教員） 

年度 福山市関係 福山市以外 全  体 

平成23年度 19件（10人） 12件（ 8人） 31件（13人） 

平成24年度 22件（10人） 17件（ 7人） 39件（13人） 

平成25年度 15件（ 8人） 10件（ 7人） 25件（10人） 

平成26年度 18件（ 9人） 10件（ 6人） 28件（13人） 

平成27年度 22件（11人） 15件（12人） 37件（18人） 

（出典：事務局作成資料） 

 

別添資料Ａ－２－③－１ 教育学部専任教員の審議会委員等の担当状況（平成23～27年度） 

 

○新聞報道等による評価 

 教育学部・教育学研究科の専任教員の研究活動の成果については、新聞等においても報道され、広く社会的に

評価されている（資料Ａ－２－③－Ｃ）。 
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資料Ａ－２－③－Ｃ 研究活動の成果に関する新聞報道等の具体例（教育学部・教育学研究科） 

番号 報  道  の  内  容 

１ 
平成24年12月8日に倉敷公民館で開催された「大原孫三郎・總一郎研究会」の様子が山陽新聞に掲載され、本人の発表

が写真とともに紹介された（別紙様式①－乙教員No.2）。 

２ 
平和教育の教材として開発した紙芝居「被爆アオギリ」の日・仏・英3ヶ国版の完成が、平成26年6月4～10日に毎日

新聞、朝日新聞、読売新聞、中国新聞に写真入りで報道された（別紙様式①－乙教員No.6）。 

３ 

本人が取り組んだ地元出身の彫刻家平櫛田中の作品「五浦釣人像」の教材化について平成23年12月1日の中国新聞に、

地域における外国人生徒の高等学校への就学支援について平成25年3月14日の中国新聞に報道された（別紙様式①－乙

教員No.21）。 

４ 

創作活動（油彩・絵画作品）が高い関心を集め、平成24 年 5月に福山で開催した展覧会「第１回Gg 展」の開催後、展

示作品以外の油彩作品が、平成24年8月12日、9月9日、10月14日、11月18日付の山陽新聞に掲載・紹介された。

また、平成26年5月に福山で開催した展覧会「第3回Gg 展」の開催後、展示作品以外の油彩作品が、平成26年8月3

日、8月31日、10月5日、11月2日付の山陽新聞に掲載・紹介された。平成23～27年度に創作活動・作品についての

新聞報道が15件、テレビ・ラジオ報道が2件、美術関係新聞・雑誌紹介が5件あった（別紙様式①－乙教員No.24）。 

５ 

開発した「海氷の発生を可視化する展示装置」は、平成24年8月2日の北海道新聞、同年8月5日の北海民友新聞、同

年8月18日の朝日新聞で紹介され、同年8月2日ＮＨＫ総合テレビ（北海道）のニュースにおいても紹介された（別紙

様式①－乙教員No.25）。 

６ 
指導・監修し解説を執筆した「ふくやまカルタ（福山市立大学版）」が、平成27年4月23日の中国新聞、平成27年5月

9日の山陽新聞に取り上げられた（別紙様式①－乙教員No.6）。 

７ 
平和教材の開発と指導法に取り組んできた成果が平成27年8月1日の朝日新聞「『ともに。被爆70年の夏：４』平和芽

ぶかせ、育みたい」に取り上げられた（別紙様式①－乙教員No.6）。 

８ 

地域文化・平和を軸にした国際交流（パリ・エスト・クレテイユ大学）に関する研究実践について、平成27 年 10 月 29

日の中国新聞で福山の伝統芸能「二上りおどり」が、平成27年11月3日山陽新聞で福山市立加茂小学校での交流体験が、

平成27年11月4日の朝日新聞で「ふくやま子どもフェスティバル」での平和学習合同実践が報道された（別紙様式①－

乙教員No.6）。 

（出典：各年度の教員活動調査） 

 

＜都市経営学部・都市経営学研究科＞ 

○都市経営学分野の関係機関等からの評価 

 平成23～27年度において都市経営学部・都市経営学研究科の専任教員の研究活動の評価に基づいて、都市経営

学分野における関係機関等と実施している共同研究や連携事業として、次のような具体例が挙げられる。（資料Ａ

－２－③－Ｄ）。 

 

資料Ａ－２－③－Ｄ 都市経営学分野の関係機関との共同研究や連携事業の具体例 

番号 内              容 

１ 
平成24～26年度に福山市・福山市立大学連携事業「中心市街地活性化」を実施し、まちづくりLABOの開設、冬イベント

の開発、空き店舗の活用、歩行者・自転車流動調査等を実施。（別紙様式①－乙教員No.7） 

２ 
平成24～26 年度に福山市・福山市立大学連携事業「災害に強い都市づくり」を実施し、市内の避難所調査、他都市の実

態調査、福山市防災大学への協力事業等を実施。（別紙様式①－乙教員No.1, 2, 4） 

３ 
平成24～26年度に福山市・福山市立大学連携事業「協働のまちづくり（包括的協働プラニング）」を実施し、地域住民へ

のヒアリング、住民アンケートの分析、協働スキームの提言等の事業を実施（別紙様式①－乙教員No.20, 24） 

４ 

平成24～26 年度に公益財団法人水道技術研究センターから「水道システムにおける省電力の現状と技術評価」に関する

研究、平成25･26年度にクボタ環境サービス株式会社から「上水分野をはじめとした水環境の浄化・保全」に関する研究、

平成27 年度に前澤工業株式会社から「水道における凝集助剤としてのポリマー研究」で助成を受け、研究を実施してい

る。（別紙様式①－乙教員No.1） 
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５ 
平成24～27年度に「福山内港の色・臭いに関する環境調査・研究」をJFEスチール株式会社（スチール研究所スラグ・

耐火物研究部）と共同で実施している。（別紙様式①－乙教員No.1） 

６ 

平成24年8月6～18日、平成26年8月5～17日にＮＨＫ福山ギャラリーで開催された「この街の歴史展2014」「この街

の歴史展」（主催：福山駅前商店会街まるごと歴史博物館プロジェクト委員会）の企画運営に参画している。（別紙様式①

－乙教員No.6） 

７ 
平成26年10月22～27日にふくやま美術館ギャラリーで開催された「暮らしの美・福山ゆかりの現代建築家展」（主催：

近代建築福山研究会）の企画運営に参画している。（別紙様式①－乙教員No.6） 

８ 
平成26 年度広島豪雨災害合同緊急調査団（土木学会中国支部・地盤工学会）の一員として調査報告書の作成に参画して

いる。（別紙様式①－乙教員No.8） 

９ 

平成23年6月に福山市の行政職員を対象にした「政策研修会」を立ち上げ、平成23～25年度に計9回の研修会を担当し

ている。また、平成23年7月には山形県遊佐町役場の行政職員を対象にした研修を担当し、平成24・25年度には広島県

三原市の行政職員を対象にした研修会を計4回担当している。（別紙様式①－乙教員No.20） 

１０ 
平成 25～26 年度に福山市環境保全課と連携して福山市中心部におけるヒートアイランド現象の観測研究を実施してい

る。（別紙様式①－乙教員No.4） 

１１ 
平成24～25 年度に秋田県大館市郷土資料館、群馬県下仁田町教育委員会と連携して、地域の風穴に関する観測研究を実

施している。（別紙様式①－乙教員No.4） 

（出典：各年度の教員活動調査） 

 

○審議会委員等としての政策形成等への寄与 

 都市経営学部・都市経営学研究科の専任教員の多くが、地域の自治体等の設置する審議会等の委員を務めてお

り、それぞれの研究活動の成果を生かし、主として都市経営学分野に関する学識経験者として、政策形成や政策

実施に参画して提言や助言を行っている（資料Ａ－２－③－Ｅ）。具体例として、福山市関係で福山市中心市街地

活性化審議会委員、福山市環境審議会委員、福山市廃棄物減量等推進審議会委員等が、福山市以外では文部科学

省科学技術・学術審議会専門委員、府中市都市計画審議会委員、三原市まちづくり戦略検討会議委員等が挙げら

れる（別添資料Ａ－２－③－２）。 

 

資料Ａ－２－③－Ｅ 審議会委員等の担当状況（都市経営学部・都市経営学研究科専任教員） 

年度 福山市関係 福山市以外 全 体 

平成23年度 16件（11人） 11件（ 8人） 27件（16人） 

平成24年度 25件（14人） 17件（ 8人） 42件（16人） 

平成25年度 12件（ 6人） 11件（ 7人） 23件（10人） 

平成26年度 14件（ 7人） 22件（ 9人） 36件（12人） 

平成27年度 31件（10人） 40件（13人） 71件（17人） 

（出典：事務局作成資料） 

 

別添資料Ａ－２－③－２ 都市経営学部専任教員の審議会委員等の担当状況（平成23～27年度） 

 

○新聞報道等による評価 

 都市経営学部・都市経営学研究科の専任教員の研究活動の成果については、新聞等においても報道され、広く

社会的に評価されている（資料Ａ－２－③－Ｆ）。 
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資料Ａ－２－③－Ｆ 研究活動の成果に関する新聞報道等の具体例（都市経営学部・都市経営学研究科） 

番号 報  道  の  内  容 

１ 

福山市環境保全課と連携して平成24 年度に取り組んだ「福山市中心部におけるヒートアイランド現象の観測研究」は、

平成24年9月1日の中国新聞で紹介され、平成24年9月4日の広島ホームテレビ、平成24年9月15日の広島テレビで

も報道された。（別紙様式①－乙教員No.4） 

２ 
行政職員を対象にした研修会が、平成23年6月24日山陽新聞・中国新聞、8月3日太陽新聞、12月9日中国新聞、平成

24年10月12日中国新聞、平成26年2月19日中国新聞 等に報道された。（別紙様式①－乙教員No.20） 

３ 
「目にやさしい３Ｄ映像実証」の研究が平成25年8月28日の日刊工業新聞に、また、「輻輳角・水晶体調節同時計測の

実証実験」の研究が平成25年8月23日、8月26日の電波新聞に報道された。（別紙様式①－乙教員No.2） 

４ 

日本都市計画学会・中国四国支部の平成26 年広島豪雨災害検証小委員会・土地利用検証部会委員として取材対応した内

容が、平成26年10月31日にNHK総合テレビで「"夢の丘"は危険地帯だった～土砂災害 広島からの警告～」として放映

された。（別紙様式①－乙教員No.8） 

５ 

「商店街活性化策 店主と意見交換」が平成23年11月11日の山陽新聞に、「女子学生の感性 経営に生かそう」が平成

23年11月12日の朝日新聞に、「都心回帰へ機能整備を−求められる商業者の連携」が平成23年11月27日の山陽新聞に

掲載された。（別紙様式①－乙教員No.9） 

６ 
広島ホームテレビより産業観光に関する取材を受け、平成27年7月30日の「Ｊステーション」で放映された。（別紙様

式①－乙教員No.8） 

７ 
日本都市計画学会中国四国支部による広島豪雨災害の検証結果が、平成27年8月21日のＮＨＫ「お好みワイドひろしま」

及び「フェイス：教訓は活かされるのか－広島土砂災害から－」で放映された。（別紙様式①－乙教員No.8） 

（出典：各年度の教員活動調査） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

両学部・両研究科における専任教員の研究活動の評価に基づいて、自治体や関係機関等との間で共同研究や連

携事業が数多く実施されている。また、両学部・両研究科の専任教員は、福山市をはじめ、近隣の自治体、国の

審議会委員を数多く務め、政策形成や政策実施に参画している。また、研究成果や研究活動は新聞・テレビ等で

広く地域社会に報道されている。 

 これらのことから、社会・経済・文化の領域における研究成果の活用状況や関連組織・団体による評価等から

判断して、社会・経済・文化の発展に資する研究が行われていると判断する。 

 

 

（２）目的の達成状況の判断 

 

 目的の達成状況が良好である。 

 

（３）優れた点及び改善を要する点 

【優れた点】 

・全学の研究活動の向上・促進のため、学長を議長とする研究推進会議を設置し、重点研究中間発表会の開催や

科研費申請支援事業の実施等の事業を企画・実施している。 

・基盤研究のための教員研究費の配分にあたり、毎年、前年度に各教員が交付申請書及び研究計画書によって申

請し、学長の審査を経て３月中に配分を決定している。また、配分を受けた教員は、年度終了１月後の４月末

までに実績報告書を学長に提出している。 

・研究活動の状況を自己点検評価の対象とし、研究活動の状況を把握するため、毎年度、専任教員を対象に「教
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員活動調査」を実施している。 

 

【改善を要する点】 

・科学研究費補助金の申請率の向上に余地があることから、今後は申請率をさら高めていくことが必要である。 

・全国規模の学会が刊行する学術誌への論文発表の割合に向上の余地があることから、今後さらにその割合を高

めていくことが必要である。 
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Ⅳ 選択評価事項Ｂ 地域貢献活動の状況  

  

１ 選択評価事項Ｂ「地域貢献活動の状況」に係る目的 

福山市立大学は、瀬戸内の大産業都市であり備後の中核都市である福山市が、地域の総合力を高め、持続的な発展を図っていくた

めに創設した公立大学である。このような福山市立大学には、地域の発展に貢献できる人材の育成とともに、地域の産業の振興や生

活・文化の向上等への貢献が強く期待されている。 

 

○地域貢献活動の基本方針 

福山市立大学は、その創設にあたって掲げた「大学の使命」において、「地域に開かれた教育研究拠点として、地域の文化の向上に

貢献するとともに、国際化時代に相応しい地域社会の実現に貢献する。」ことを謳っている。また、「教育研究の理念」において、「公

立大学の利点を生かし、地域の保育所、学校、施設等と連携し、地域に根ざした実践的な教育研究を進め、地域の教育力の向上をめ

ざす。また、産業界や行政機関等との連携を進め、「福山市のシンクタンク」機能を担うとともに、地域住民に生涯学習等の機会を提

供し、地域の文化の向上に寄与する。」ことを目標として掲げている。 

福山市立大学は、開学以来、これらの使命及び目標の達成に向けて、多彩な地域貢献活動に取り組んできており、これからもこれ

らの使命及び目標を達成していくことを、本学の地域貢献活動の基本方針とする。 

 

○地域貢献活動の具体的計画 

 福山市立大学では、上記の基本方針に基づき、当面、次のような地域貢献活動に取り組んでいくものとする。 

（１）地域課題の解決や産業の活性化に向けた産官学連携事業の推進 

福山市には、少子高齢化や環境問題、市街地の空洞化や交通・防災問題等、地域や行政が一体になって取り組むべき多様な課題

が存在している。福山市立大学では、学内の知的・人的資源を活かしながら、行政や産業界と連携協力し課題の解決に寄与する取

組を進めていく。 

（２）教育委員会と連携した教員の資質向上のための事業の実施 

福山市立大学では、学内の知的・人的資源を活かしながら、教育・保育現場を担う教員・保育士を支援するとともに、その資質

向上のための研修の機会を提供していく。 

（３）まちづくり・地域づくりへの参加・助言・指導 

福山市立大学では、学内の知的・人的資源を活かしながら、福山市が進める協働のまちづくりに参加し、助言・指導を行うとと

もに、まちづくりや地域づくりへの学生の参画を積極的に進めていく。 

（４）地域住民のための生涯学習の機会の提供 

福山市立大学では、教育研究交流センターが中心となって地域住民のための公開講座や特別講演会を開催するとともに、各種の

ワークショップ等、大学が保有する知的資源を活かした生涯学習の機会を提供していく。 

（５）地域のニーズに応じた子育て支援活動や学校支援活動の展開 

 福山市立大学では、地域の学校・保育所における多様な課題を現場と共有し、学内の知的・人的資源を活かしながら、地域の教

育・保育活動の充実と向上を支援する取組を進めていく。 

（６）地域の国際化の拠点としての機能の発揮 

福山市立大学では、日ごろから世界に目を向け、世界に繋がる大学としての教育研究活動を展開しており、その実績と経験を活

かしながら、地域における異文化交流や国際理解の拠点としての役割を果たしていく。 

（７）キャンパス施設の市民開放 

福山市立大学では、市民に親しまれる「市民による市民のための大学」として、開放型のキャンパスづくりをめざしており、街

なかキャンパスの利点を活かしたキャンパス施設の市民開放を進めていく。
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２ 選択評価事項Ｂ 「地域貢献活動の状況」の自己評価 

 

（１）観点ごとの分析 

 

観点Ｂ-１-①： 大学の地域貢献活動の目的に照らして、目的を達成するためにふさわしい計画や具体的方針が

定められているか。また、これらの目的と計画が適切に公表・周知されているか。 

 

【観点に係る状況】 

 本学では開学に当たって掲げた「大学の使命」において「知の発信」を掲げ、大学は「地域に開かれた教育研

究拠点として、地域の文化の向上に貢献するとともに、国際化時代に相応しい地域社会の実現に貢献すること。」

を使命とすることをウェブサイトや大学案内に公表し広く社会に周知している（資料Ｂ－１－①－Ａ）。 

 

資料Ｂ－１－①－Ａ 大学の使命（抜粋） 

■大学の使命 

急速に変化する社会にあって、大学の使命は、絶えざる知的創造活動を通して社会の持続的な発展を支える人材を育成し、時代

の要請に応える新しい学問を創造していくことにある。福山市立大学は、次の３点を大学の使命とする。 

(1) 知の伝達：（略）  

(2) 知の創造：(略)  

(3) 知の発信：地域に開かれた教育研究拠点として、地域の文化の向上に貢献するとともに、国際化時代に相応しい地域社会の 

実現に貢献すること。 

（出典：http://www.fcu.ac.jp/info/philosophy.html） 

  

また、開学に当たって掲げた「教育研究の理念」においては、教育研究の理念の一つに「開かれた教育研究拠

点としての地域社会への貢献」を掲げ、大学は「公立大学の利点を生かし、地域の保育所、学校、施設等と連携

し、地域に根ざした実践的な教育研究を進め、地域の教育力の向上をめざす」こと、また、「産業界や行政機関等

との連携を進め、「福山市のシンクタンク」機能を担うとともに、地域住民に生涯学習等の機会を提供し、地域の

文化の向上に寄与する。」ことをウェブサイトや大学案内に公表し広く社会に周知している（資料Ｂ－１－①－Ｂ）。 

 

資料Ｂ－１－①－Ｂ 教育研究の理念（抜粋） 

■教育研究の理念 

福山市立大学は、大学の使命を達成していくため、次の理念のもとに教育研究を推進していく。 

(1) 持続可能な社会の発展を担う人材の育成 （略） 

(2) 学際的な教育研究による新しい学問の創造  (略) 

(3) 開かれた教育研究拠点としての地域社会への貢献 

公立大学の利点を生かし、地域の保育所、学校、施設等と連携し、地域に根ざした実践的な教育研究を進め、地域の教育力の

向上をめざします。また、産業界や行政機関等との連携を進め、「福山市のシンクタンク」機能を担うとともに、地域住民に生

涯学習等の機会を提供し、地域の文化の向上に寄与する。 

（出典：http://www.fcu.ac.jp/info/philosophy.html） 

 

これら「大学の使命」及び「教育研究の理念」のもとに、開学後の平成25年４月に評議会において「地域貢献
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活動に係る基本方針」を次のように策定し、ウェブサイトに公表して広く社会に周知している（資料Ｂ－１－①

－Ｃ）。 

 

資料Ｂ－１－①－Ｃ 地域貢献活動に係る基本方針 

福山市立大学は、瀬戸内の大産業都市であり備後の中核都市である福山市が、地域の総合力を高め、持続的な発展を図っていく

ために創設した公立大学である。このような福山市立大学には、地域の発展に貢献できる人材の育成とともに、地域の産業の振興

や生活・文化の向上等への貢献が強く期待されている。 

■地域貢献活動の基本方針 

 福山市立大学は、その創設にあたって掲げた「大学の使命」において、「地域に開かれた教育研究拠点として、地域の文化の向上

に貢献するとともに、国際化時代に相応しい地域社会の実現に貢献する。」ことを謳っている。また、「教育研究の理念」において、

「公立大学の利点を生かし、地域の保育所、学校、施設等と連携し、地域に根ざした実践的な教育研究を進め、地域の教育力の向

上をめざす。また、産業界や行政機関等との連携を進め、「福山市のシンクタンク」機能を担うとともに、地域住民に生涯学習等の

機会を提供し、地域の文化の向上に寄与する。」ことを目標として掲げている。 

福山市立大学は、開学以来、これらの使命及び目標の達成に向けて、多彩な地域貢献活動に取り組んできており、これからもこ

れらの使命及び目標を達成していくことを、本学の地域貢献活動の基本方針とする。 

（出典：http://www.fcu.ac.jp/info/philosophy.html） 

 

さらに、この基本方針のもとに「地域貢献活動の具体的計画」を次のように定め、ウェブサイトに公表して広

く社会に周知している（資料Ｂ－１－①－Ｄ）。 

 

資料Ｂ－１－①－Ｄ 地域貢献活動の具体的計画 

■地域貢献活動の具体的計画 

 福山市立大学では、上記の基本方針に基づき、当面、次のような地域貢献活動に取り組んでいくものとする。  

(1) 地域課題の解決や産業の活性化に向けた産官学連携事業の推進 

(2) 教育委員会と連携した教員の資質向上のための事業の実施 

(3) まちづくり・地域づくりへの参加・助言・指導 

(4) 地域住民のための生涯学習の機会の提供 

(5) 地域のニーズに応じた子育て支援活動や学校支援活動の展開 

(6) 地域の国際化の拠点としての機能の発揮 

(7) キャンパス施設の市民開放 

（出典：http://www.fcu.ac.jp/info/philosophy.html） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

 本学では、開学にあたって「大学の使命」及び「教育研究の理念」に地域貢献を掲げ、これに基づいて「地域

貢献活動に係る基本方針」及び「地域貢献活動の具体的計画」を定め、公表・周知している。 

これらのことから、大学の地域貢献活動の目的に照らして、目的を達成するためにふさわしい計画や具体的方

針が定められており、これらの目的と計画が適切に公表・周知されていると判断する。 
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観点Ｂ-１-②： 計画に基づいた活動が適切に実施されているか。 

 

【観点に係る状況】 

○地域貢献活動の実施体制 

 地域貢献活動を担当する組織として、教育研究交流センターを設置している。同センターは、「福山市立大学が

有する知的資源を活用し、地域交流及び生涯学習等に関する調査・研究並びに教育事業を行うとともに、地域連

携及び国際交流等に関する取組を推進し、もって本学の教育研究並びに地域社会の発展に寄与する」ことを目的

としている。平成28年5月現在、センター長（兼任）、職員1人（嘱託）を置くとともに、センター運営委員会

を設置して業務の実施にあたっている（別添資料Ｂ－１－②－１～２）。 

 

教育研究交流センター http://www.fcu.ac.jp/info/center/koryu/index.html 

別添資料Ｂ－１－②－１ 教育研究交流センター規程 

別添資料Ｂ－１－②－２ 教育研究交流センターの栞 

 

また、大学に地域の課題を調査・研究し、適切な助言・指導を行うための地域連携フェロー３人（平成28年５

月現在）を置いている。具体的には、(1)地域の課題に対する調査・研究、(2)地域連携のための連絡・調整、(3)

地域連携に関して学長が特に必要と認める事項の調査・研究を職務としている（別添資料Ｂ－１－②－３）。 

 

別添資料Ｂ－１－②－３ 地域連携フェローに関する規程 

 

さらに、平成28年４月に事務局を改組し、総務課に新たに連携担当を置き、地域連携活動を一元的に担当でき

る事務局体制を整えている。 

このほか、地域の商工会議所、大学、福山市等で組織する「福山市産学官連携推進会議」の構成機関として、

ウェブサイトに「教員による地域貢献活動情報」のページを開設して、地域貢献活動に対応できる教員について

の情報を広く社会に提供している（別添資料Ｂ－１－②－Ａ）。 

 

資料Ｂ－１－②－Ａ 大学ホームページ上の「教員による地域貢献活動情報」 

http://www.fcu.ac.jp/kouken/index.html 
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○地域貢献活動の実績と成果 

（１）福山市・福山市立大学連携事業【具体的計画(1)、(2)、(3)、(5)に該当 】 

福山市と福山市立大学の連携事業を実施するため、福山市・福山市立大学連携協議会を設置している（別添資

料Ｂ－１－②－４）。協議会は、福山市の局長・部長9 人、大学教員 10 人と事務局長、計 20 人で構成し、平成

23年度に３回、平成24年度に２回、平成25年度に２回、平成26年度に２回、平成27年度に１回開催している。 

 

別添資料Ｂ－１－②－４ 福山市・福山市立大学連携協議会設置要綱 

 

同協議会では、地域の課題に対する具体的取組について協議し、毎年度の連携事業や取組方針について検討し

ている。平成24年度から６つのテーマで連携事業を開始し、毎年度、各テーマの進捗状況を同協議会で確認して

いる（資料Ｂ－１－②－Ａ）。 

 

資料Ｂ－１－②－Ａ 福山市・福山市立大学連携事業のテーマ等 

実施年度 連携事業のテーマ 福山市関係部署 担当学部 

平成24～26年度 福山駅周辺地区中心市街地の活性化 

商工課 

経済環境政策課 

都市整備課 

都市経営学部 

平成24～26年度 災害に強い都市づくり 
危機管理防災課 

建築指導課 
都市経営学部 

平成24～26年度 協働のまちづくり（包括的協働プランニング） 協働のまちづくり課 都市経営学部 

平成24～27年度 福山市の保幼小連携に関する研究 
指導課 

保育課 
教育学部 

平成24～27年度 福山市における子どもの生活実態調査 指導課 教育学部 

平成24～27年度 発達障がい児の事例検討を通した研修 指導課 教育学部 

（出典：事務局作成資料） 

 

このほか、平成24年度には、本学教員が個々に福山市と連携して、次のような事業を実施している。（資料Ｂ

－１－②－Ｂ）。 

 

資料Ｂ－１－②－Ｂ 福山市が教員と個々に連携して取り組んだ事業例 

実施年度 連携事業のテーマ 教員の所属学部 福山市関係部署担当 

平成24年度 景観まちづくりリーフレット作成事業 都市経営学部 都市計画課 

平成24年度 安全でおいしい水づくりについて 都市経営学部 
水道局 

水質管理センター 

平成24年度 福山市街地のヒートアイランド現象に関する研究 都市経営学部 環境保全課 

（出典：事務局作成資料） 
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（２）公開講座【具体的計画(4)、(6)に該当 】 

 公開講座は、毎年度テーマを設定し、本学教員又は外部講師による一般市民向けの講座として、港町キャンパ

スを会場に、テーマによっては学外施設も会場に、平成23年度より開催している。港町キャンパスは、福山市街

の中心地区に位置し、アクセスが良いことから、毎回100人前後の市民が受講している。平成23～27年度の開催

実績は、資料Ｂ－１－②－Ｃ及び別添資料Ｂ－１－②－５のとおりとなっている。 

 

資料Ｂ－１－②－Ｃ 公開講座の開催実績 

年  度 年間テーマ 講座数 参加者総数 

平成23年度 “知を拓く”  9講座 1,277人 

平成24年度 “地域を知る”  9講座 1,005人 

平成25年度 “世界を知る”  8講座  907人 

平成26年度 “知の創造”  7講座   922人 

平成27年度 “知の交流”  7講座   534人 

（出典：教育研究交流センター年報Vol.1～5） 

 

別添資料Ｂ－１－②－５ 教育研究交流センター年報Vol.1(2011)～Vol.5 (2015)【抜粋】（事業実績） 

 

（３）特別講演会【具体的計画(4)、(6)に該当 】 

公開講座とは別に、著名な外部講師による一般市民向けの特別講演会を、平成23年度より開催している。特別

講演会には、福山市職員の業務に関連するテーマの場合には福山市職員が、大学の授業に関連するテーマの場合

には本学学生が受講者として参加している。平成23～27年度の開催実績は、資料Ｂ－１－②－Ｄ及び別添資料Ｂ

－１－②－５のとおりとなっている。 

 

資料Ｂ－１－②－Ｄ 特別講演会の開催実績 

年  度 講演テーマ 参加者数 

平成23年度 

災害時の危機管理について－2000年有珠山噴火時の成功例に

学ぶ－ 
176人 

  686人 知識基盤社会に向かって－フィンランド教育改革から学ぶ－ 394人 

都市と水 116人 

平成24年度 

平櫛田中の近代日本彫刻における意義 110人 

  444人 
北極圏の自然現象 110人 

公立大学の役割と課題  85人 

JTBの経営改革と未来への夢 139人 

平成25年度 

森村誠一 VS 島田荘司 創作の周辺 268人 

  679人 
魅力ある人で組織を埋め尽くすこと－企業が求める人材と学

生時代に経験して欲しいこと－ 
238人 

Last Modern, Modern and Post Modern Ages 173人 
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平成26年度 

家族を学ぶ時代の到来－どう考え、どう学ぶか－ 48人 

  434人 知的創造の技術 209人 

石油文明は終焉する、日本列島で生きる民族の知恵 177人 

平成27年度 

知の交流拠点としての大学等の公開講座－びんご圏域の大学

等の連携をめざし－ 
112人 

628人 
日本における幼児保育の新しい潮流－倉敷さつき会保育所「若

竹の園」の成立－ 
171人 

人を生かすモノづくり－福祉工学への招待－ 111人 

本能寺の変と「鞆幕府」 234人 

（出典：教育研究交流センター年報Vol.1～5） 

 

（４）ワークショップ【具体的計画(4)に該当 】 

平成24年度より本学教員がそれぞれの専門分野で知識や技能を活かして、一般市民のためのワークショップを

開催している。ワークショップは、比較的小規模で開催し、実習や実技、視察や見学等を含む内容で実施するこ

とから、港町キャンパスの音楽室、図画工作室、家庭科調理室等の他、市内各所の多様な施設を会場にして開催

している。平成24～27年度の開催実績は、資料Ｂ－１－②－Ｅ及び別添資料Ｂ－１－②－５のとおりとなってい

る。 

 

資料Ｂ－１－②－Ｅ ワークショップの開催実績 

年  度 開催回数 開催場所 参加者数 

平成24年度 17回 学内9回、学外8回 276人 

平成25年度 13回 学内9回、学外4回 308人 

平成26年度 6回 学内5回、学外1回 85人、親子9組 

平成27年度 4回 学内3回、学外1回 40人 

（出典：教育研究交流センター年報Vol.2～5） 

 

（５）サイエンスフェスティバル【具体的計画(2)、(5)に該当 】 

平成25年度より、地域の小学生を主な対象者として、科学を楽しみながら学べる「ふくやまサイエンスフェス

ティバル」を開催している。この企画は、本学の教育研究交流センターと福山市学校教育研究団体連絡協議会小

学校理科研究会の共同事業として企画し、これに地域の企業や学校が協力して、港町キャンパスで開催している。

小学生のための多彩な科学実験や演示実験等、多数の実験ブースは、本学の教員・学生、地域の中高等学校の科

学クラブやエコクラブの生徒、地元企業の技術者、他大学教員等が担当して実施している。平成25～27年度の開

催実績は、資料Ｂ－１－②－Ｆ及び別添資料Ｂ－１－②－５のとおりとなっている。 

 

資料Ｂ－１－②－Ｆ サイエンスフェスティバルの開催実績 

年  度 体験・参加ブース ステージイベント 協力企業 協力学校 参加者数 

平成25年度 12ブース 4イベント 3社 2校 

1,050人 

（おとな462人） 

（こども588人） 
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平成26年度 14ブース 4イベント 4社 4校 

1,500人 

（おとな500人） 

（こども1,000人） 

平成27年度 12ブース 2イベント×2回 3社 4校 

1,650人 

（おとな730人） 

（こども920人） 

（出典：教育研究交流センター年報Vol.3～5） 

 

（６）学校への出前授業【具体的計画(4)に該当 】 

平成23・24年度に、福山市教育委員会との共催事業として、教員が地域の学校に出向き、自らの専門分野に関

連した内容で授業を行う「学校への出前授業」を実施した。実施校・参加児童生徒数は、平成23年度33校1,905

人、平成24年度24校1,673人となっている（資料Ｂ－１－②－Ｇ及び別添資料Ｂ－１－②－５）。なお、本事業

は、特定の教員に負担が大きいこと等の事情により中断し、これに代わるものとして、平成25年度より地域の小

学生を主な対象者としたサイエンスフェスティバルを開催している。 

 

資料Ｂ－１－②－Ｇ 学校への出前授業の実績 

年  度 小学校（参加児童数） 中学校（参加生徒数） 計 

平成23年度 31校（1,860人） 2校（ 45人） 33校（1,905人） 

平成24年度 22校（1,508人） 2校（165人） 24校（1,673人） 

（出典：教育研究交流センター年報Vol.1～2） 

 

（７）学校教員及び保育士の研修【具体的計画(2)に該当 】 

免許状更新講習については、教育委員会との連携のもと、免許状更新講習実施委員会及び免許状更新講習実行

委員会を設置し、実施計画を企画・立案して実施している。同講習の実績は、必修領域と選択領域を合わせて、

平成24年度13講習（延べ受講者数570人）、平成25年度17講習（延べ受講者数608人）、平成26年度18講習

（延べ受講者数651人）、平成27年度19講習（延べ受講者数708人）となっている。（資料Ｂ－１－②－Ｈ及び

別添資料Ｂ－１－②－６）。 

 

資料Ｂ－１－②－Ｈ 免許状更新講習の実施実績 

年  度 必修領域（受講者数） 選択領域（延べ受講者数） 計 

平成24年度 １講習（210人） 12講習（360人） 13講習（570人） 

平成25年度 １講習（195人） 16講習（413人） 17講習（608人） 

平成26年度 １講習（208人） 17講習（443人） 18講習（651人） 

平成27年度 １講習（207人） 18講習（501人） 19講習（708人） 

（出典：平成24～27年度免許状更新講習一覧） 

 

免許状更新講習 http://www.fcu.ac.jp/kyomen/ichiran.html 

別添資料Ｂ－１－②－６ 平成24～27年度免許状更新講習一覧 

 

このほか、平成24年度より市立小中学校教員を教育学部の研究生として受け入れ、６ヵ月研修を前期３人、後
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期３人、計６人に対して実施するとともに、福山市立幼稚園の「ことばの相談室」担当職員４人に対して教育学

部教員の指導による通年研修を実施している。なお、平成28年度より大学院教育学研究科の設置に伴い、市立小

中学校教員１人を派遣研修学生として大学院に受け入れており、これに伴い上記の６ヵ月研修を前期２人、後期

２人、計４人としている。 

 

（８）審議会委員等の担当【具体的計画(1)、(2)、(3)、(5)、(6)に該当】 

 専任教員は学外の各種の審議会や委員会等委員を担当し、多様な専門分野での知識や経験を活かして政策形成

等に参画している。福山市関係と福山市以外を合わせて、担当した審議会等の件数及び担当した教員数は、平成

23年度58件29人、平成24年度81件30人、平成25年度48件21人、平成26年度64件25人、平成27年度108

件35人となっている（資料Ｂ－１－②－Ｉ及び別添資料Ｂ－１－②－７）。 

 

資料Ｂ－１－②－Ｉ 審議会委員等の担当状況 

年  度 福山市関係 福山市以外 全 体 

平成23年度 35件（21人） 23件（16人）  58件（29人） 

平成24年度 47件（24人） 34件（15人）  81件（30人） 

平成25年度 27件（14人） 21件（14人）  48件（21人） 

平成26年度 32件（16人） 32件（15人）  64件（25人） 

平成27年度 53件（21人） 55件（25人） 108件（35人） 

（出典：事務局作成資料） 

 

別添資料Ｂ－１－②－７ 専任教員の審議会等委員の担当状況（平成23～27年度） 

 

（９）講演会講師等の担当【具体的計画(1)、(2)、(3)、(5)、(6)に該当】 

 専任教員は各種の講演会、研修会等の講師を多数担当し、多様な専門分野での知識や経験を活かした地域貢献

活動を行ってきている。福山市関係と福山市以外を合わせて、担当した講演会等の担当件数及び担当教員数は、

平成23年度129件33人、平成24年度141件31人、平成25年度124件28人、平成26年度130件33人、平成

27年度137件33人となっている（資料Ｂ－１－②－Ｊ及び別添資料Ｂ－１－②－８）。 

 

資料Ｂ－１－②－Ｊ 講演会講師等の担当状況 

年  度 福山市関係 福山市以外 全 体 

平成23年度 51件（21人） 78件（26人） 129件（33人） 

平成24年度 57件（21人） 84件（24人） 141件（31人） 

平成25年度 55件（17人） 69件（25人） 124件（28人） 

平成26年度 60件（20人） 70件（28人） 130件（33人） 

平成27年度 65件（18人） 72件（29人） 137件（33人） 

（出典：事務局作成資料より作成） 

 

別添資料Ｂ－１－②－８ 専任教員の講演会講師等の担当状況（平成23～27年度） 
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（１０）附属図書館及び学生食堂の市民開放【具体的計画(7)に該当】 

附属図書館は市民に開放している。市民の利用登録者数（１日当たりの平均入館者数）は、平成23年度776

人（34.3人）、平成24年度530人（28.6人）、平成25年度422人（29.6人）、平成26年度374人（31.8人）、平

成27年度390人（32.4人）となっている（資料Ｂ－１－②－Ｋ）。学生食堂も市民に開放し、昼食時に利用があ

るが、利用状況の把握は行っていない。 

 

資料Ｂ－１－②－Ｋ 市民による附属図書館の利用状況 

年  度 利用登録者数 延べ入館者数 開館日数 
1日当たりの 

平均入館者数 

平成23年度 776人 8,872人 259日 34.3人 

平成24年度 530人 7,546人 264日 28.6人 

平成25年度 422人 8,011人 271日 29.6人 

平成26年度 374人 8,525人 268日 31.8人 

平成27年度 390人 8,729人 269日 32.4人 

（出典：附属図書館資料より作成） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

 教育研究交流センターを設置し、(1)市・大学連携事業の実施、(2)公開講座の開催、(3)特別講演会の開催、(4)

ワークショップの開催、(5)サイエンスフェスティバルの開催、(6)学校への出前授業、(7)学校教員及び保育士の

研修等の事業を継続して実施してきている。専任教員は、自治体等の審議会委員や講演会講師等を数多く担当し

ている。さらに、附属図書館や学生食堂の市民開放も実施している。 

これらのことから、計画に基づいた地域貢献活動が適切に実施されていると判断する。 

 

 

観点Ｂ-１-③： 活動の実績及び活動への参加者等の満足度等から判断して、活動の成果が上がっているか。 

 

【観点に係る状況】 

（１）福山市・福山市立大学連携事業 

福山市・福山市立大学連携事業については、毎年度、連携協議会を開催して、テーマごとに当該年度の事業の

報告を行い、福山市からの意見や評価を得る機会を設けている。 

 

（２）公開講座 

公開講座参加者を対象にしたアンケート調査の集計結果によれば、「良かった」が69.7～80.2％、「やや良かっ

た」が 17.0～27.4％、「あまり良くなかった」が 0.9～2.9％、「良くなかった」が 0.0～0.4％となっている（資

料Ｂ－１－③－Ａ、別添資料Ｂ－１－③－１～２）。 
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資料Ｂ－１－③－Ａ 公開講座の参加者アンケート調査の結果（満足度） 

年  度 講座数 回答者数 

アンケート回答 

良かった やや良かった 
あまり 

良くなかった 
良くなかった 

平成23年度 9講座 1,244人 77.9 % 20.9 % 0.9 % 0.3 % 

平成24年度 9講座   591人 80.2 % 17.0 % 2.5 % 0.3 % 

平成25年度 8講座   598人 69.7 % 27.4 % 2.7 % 0.2 % 

平成26年度 7講座   675人 70.4 % 26.8 % 2.4 % 0.4 % 

平成27年度 7講座   310人 74.5 % 22.6 % 2.9 % 0.0 % 

（出典：教育研究交流センター年報Vol.1～5） 

 

別添資料Ｂ－１－③－１ 公開講座参加者アンケート用紙（公開講座、特別講演会、ワークショップ共通） 

別添資料Ｂ－１－③－２ 公開講座実施状況及び参加者アンケート結果（平成26年度実施「リベラルアーツの中で育まれた 

パイプオルガン－その歴史と日本の現状」（教育研究交流センター年報Vol.4抜粋） 

 

（３）特別講演会 

特別講演会参加者を対象にしたアンケート調査の集計結果によれば、「良かった」が52.3～86.6％、「やや良か

った」が11.7～34.7％、「あまり良くなかった」が0.0～10.6％、「良くなかった」が0.0～2.4％となっている（資

料Ｂ－１－③－Ｂ、別添資料Ｂ－１－③－３）。 

 

資料Ｂ－１－③－Ｂ 特別講演会の参加者アンケート調査の結果（満足度） 

年  度 開催回数 回答者数 

アンケート回答 

良かった やや良かった 
あまり 

良くなかった 
良くなかった 

平成23年度 3回 397 人 81.4 % 18.1 %  0.5 % 0.0 % 

平成24年度 4回 301 人 77.8 % 21.9 %  0.0 % 0.3 % 

平成25年度 3回 420 人 86.6 % 11.7 %  1.7 % 0.0 % 

平成26年度 3回 245 人 52.3 % 34.7 % 10.6 %  2.4 % 

平成27年度 4回 392人 75.3 % 22.4 %  2.3 % 0.0 % 

（出典：教育研究交流センター年報Vol.2～5及び同センター資料） 

 

別添資料Ｂ－１－③－３ 特別講演会実施状況及び参加者アンケート結果（平成26年度実施「石油文明は終焉する，日本列島で生

きる民族の知恵」（教育研究交流センター年報Vol.4抜粋） 

 

（４）ワークショップ 

ワークショップ参加者を対象にしたアンケート調査の集計結果によれば、「良かった」が82.4～98.3％、「やや

良かった」が1.7～17.6％、「あまり良くなかった」が0.0～0.6％、「良くなかった」が 0.0％となっている（資

料Ｂ－１－③－Ｃ、別添資料Ｂ－１－③－４）。 
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資料Ｂ－１－③－Ｃ ワークショップ参加者のアンケート調査の結果（満足度） 

年  度 開催回数 回答者数 

アンケート回答 

良かった やや良かった 
あまり 

良くなかった 
良くなかった 

平成24年度 17回   179 人 96.1 % 3.4 % 0.6 % 0.0 % 

平成25年度 13回   237 人 98.3 % 1.7 % 0.0 % 0.0 % 

平成26年度  6回    87 人 97.7 % 2.3 % 0.0 % 0.0 % 

平成27年度  4回    34 人 82.4 % 17.6 % 0.0 % 0.0 % 

（出典：教育研究交流センター年報Vol.2～5） 

 

別添資料Ｂ－１－③－４ ワークショップ実施状況及び参加者アンケート結果（平成26年度実施「はじめる絵画講座－プレス機で

刷る手作りポストカード－」（教育研究交流センター年報Vol.4抜粋） 

 

（５）サイエンスフェスティバル 

平成 25 年度に開催したサイエンスフェスティバル参加者を対象に実施したアンケート調査の集計結果によれ

ば、質問３「ふくやまサイエンスフェスティバルは楽しかったですか？」に対して「楽しかった」が95.9％、「ふ

つう」が4.1％、「つまらなかった」が0.0％となっている（資料Ｂ－１－③－Ｄ）。なお、平成26年度以降は、

参加者の来場受付時に別項目でアンケート調査を実施しており、参加後の満足度調査は実施していない（別添資

料Ｂ－１－③－５～６）。 

 

資料Ｂ－１－③－Ｄ サイエンスフェスティバル参加者アンケート調査結果（満足度） 

年  度 回答者数 
アンケート回答 

楽しかった ふつう つまらなかった 

平成25年度   74 人 95.9 % 4.1 % 0.0 % 

（出典：教育研究交流センター年報Vol.3） 

 

別添資料Ｂ－１－③－５ サイエンスフェスティバル参加者アンケート用紙 

別添資料Ｂ－１－③－６ 平成26年度サイエンスフェスティバル実施状況及び参加者アンケート結果（教育研究交流センター年報

Vol.4抜粋） 

 

（６）学校への出前授業 

学校への出前授業に関するアンケート調査（別添資料Ｂ－１－③－７）の集計結果によれば、質問３「この授

業は、あなたにとって、ためになりましたか」に対して「はい」が89.0～92.0％、「どちらともいえない」が7.4

～9.6％、「いいえ」が0.6～1.4％となっている（資料Ｂ－１－③－Ｅ）。 
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資料Ｂ－１－③－Ｅ 学校への出前授業参加児童・生徒へのアンケート調査結果 

質問１「授業はどうでしたか」 

年  度 
アンケート

実施校 

回答 

児童・生徒数 

アンケート回答 

よくわかった なんとなくわかった 
難しすぎてわからなか

った 

平成23年度 29校   1,515 人 74.7 % 22.6 % 2.7 % 

平成24年度 21校   1,148 人 82.1 % 16.8 % 1.1 % 

 

質問２「先生の話し方はどうでしたか」 

年  度 
アンケート

実施校 

回答 

児童・生徒数 

アンケート回答 

わかりやすかった 普通だった 聞き取りにくかった 

平成23年度 29校   1,518 人 83.0 % 15.9 % 1.1 % 

平成24年度 21校   1,148 人 85.3 % 13.9 % 0.8 % 

 

質問３「この授業は、あなたにとって、ためになりましたか」 

年  度 
アンケート

実施校 

回答 

児童・生徒数 

アンケート回答 

はい どちらともいえない いいえ 

平成23年度 29校   1,515 人 89.0 % 9.6 % 1.4 % 

平成24年度 21校   1,148 人 92.0 % 7.4 % 0.6 % 

（出典：教育研究交流センター年報Vol.1及び同センター資料） 

 

別添資料Ｂ－１－③－７ 出前授業アンケート用紙 

 

（７）免許状更新講習 

免許状更新講習については、文部科学省の所定様式に従って受講者を対象に、講座の内容・方法、最新の知識・

技能の修得及び講座の運営の３つの観点からアンケート調査（別添資料Ｂ－１－③－８）を実施している。これ

ら３つの観点を総合した全体評価の集計結果によれば、「よい」が54.5～67.5％、「だいたいよい」が30.1～41.1％、

「あまり十分でない」が2.1～4.1％、「不十分」が0.1～0.3％となっている（資料Ｂ－１－③－Ｆ、別添資料Ｂ

－１－③－８）。 

 

資料Ｂ－１－③－Ｆ 免許状更新講習受講者アンケート調査結果 

年  度 講座数 回答者数 

アンケート回答 

よい だいたいよい 
あまり 

十分でない 
不十分 

平成24年度 13講座   561人 54.5 % 41.1 % 4.1 % 0.3 % 

平成25年度 17講座   594人 61.7 % 35.9 % 2.1 % 0.3 % 

平成26年度 18講座   629人 67.5 % 30.1 % 2.3 % 0.1 % 
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平成27年度 19講座   705人 64.4 % 32.7 % 2.6 % 0.3 % 

（出典：学務課作成資料） 

 

別添資料Ｂ－１－③－８ 免許状更新講習受講者評価書（様式第５号） 

 

（８）審議会委員等及び講演会講師等の担当 

専任教員が担当する学外の各種審議会や委員会等委員、地域の学校等を含む各種機関等が開催する研修会・講

演会等の講師についての委嘱・依頼側の評価や満足度については、特段の現状把握は行っていないが、多数の委

嘱・依頼が継続して行われていることから、相応の評価や満足が得られているものと考えられる。 

 

（９）市民による附属図書館及び学生食堂の利用 

附属図書館及び学生食堂の利用については、利用者である一般市民を対象とした満足度調査等は実施していな

い。 

 

【分析結果とその根拠理由】 

福山市・福山市立大学連携事業については、毎年度、連携協議会を開催して、福山市からの意見や評価を得る

機会を設けている。公開講座、特別講演会、ワークショップ、サイエンスフェスティバル、出前授業、免許状更

新講習については、参加者を対象にしたアンケート調査によって満足度を把握しており、受講者からは相応の評

価が得られている。 

これら地域貢献活動の実績及び各活動への参加者等の満足度から判断して、地域貢献活動の成果が上がってい

ると判断する。 

 

 

観点Ｂ-１-④： 改善のための取組が行われているか。 

 

【観点に係る状況】 

福山市・福山市立大学連携事業については、毎年度、連携協議会を開催して、テーマごとに当該年度の事業の

報告を行い、福山市から意見や評価を得て事業実施の改善に活かしている（別添資料Ｂ－１－④－１）。 

 

別添資料Ｂ－１－④－１ 福山市・福山市立大学連携協議会次第 （平成23～26年度） 

 

 公開講座、特別講演会、ワークショップについては、毎回、参加者を対象にアンケート調査を実施し、広報の

方法、会場へのアクセス等のほか、希望するテーマ等についてのニーズ調査を実施して、次年度以降の企画に活

かしている。サイエンスフェスティバルについては、平成25年度に体験実験等のテーマについて満足度調査を実

施し、次年度以降の企画において活かしている。さらに、学校への出前授業については、参加児童・生徒へのア

ンケート調査を実施し、改善に活かす取組を進めた（資料Ｂ－１－③－Ａ～Ｅ、別添資料Ｂ－１－③－１～７）。 

 免許状更新講習については、文部科学省の所定様式に従って、受講者を対象に講座の内容・方法、最新の知識・

技能の修得及び講座の運営の３つの観点からアンケート調査を実施し、その結果を免許状更新講習実行委員会が

中心となって、次年度の企画に活かしている（資料Ｂ－１－③－Ｆ、別添資料Ｂ－１－③－８）。 
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大学の地域貢献活動全体については、自己点検評価の対象としており、毎年度の自己点検評価において、自己

点検評価委員会のもとで検証に取り組んでいる（別添資料Ｂ－１－④－２～３）。自己点検評価の結果に基づく改

善への取組について、自己点検評価規程第９条に、資料Ｂ－１－④－Ａのとおり定めており、この定めに基づき、

取り組んだ改善の具体例としては、平成23年度の自己点検評価の結果を踏まえ、平成25年4月の評議会で「福

山市立大学の地域貢献活動に係る基本方針」を策定し、学内外に公表したことが挙げられる。 

 

資料Ｂ－１－④－Ａ 自己点検評価等の結果に基づく改善への取組についての定め 

○自己点検評価規程 

第９条 学長は、自己点検評価等の結果に基づき、改善が必要と認めた事項について、委員会に改善策の策定を指示するものとす

る。 

２ 委員会は、前項の指示を受けたときは、改善策を策定し、学長に報告するものとする。 

３ 学長は、前項の報告に基づき、改善に取り組むものとする。 

 

別添資料Ｂ－１－④－２ 自己点検評価規程 

別添資料Ｂ－１－④－３ 自己点検評価委員会規程 

 

【分析結果とその根拠理由】 

福山市・福山市立大学連携事業については、毎年度、連携協議会を開催して、福山市からの意見や評価を事業

実施の改善に繋げていく機会を設けている。公開講座、特別講演会、ワークショップ、サイエンスフェスティバ

ル、免許状更新講習については、受講者等を対象にアンケート調査の結果を改善に活かしている。地域貢献活動

全体については自己点検評価の対象とし、毎年度の自己点検評価において検証に取り組んでいる。 

これらのことから、地域貢献活動の検証と、検証に基づく改善のための取組が行われていると判断する。 

 

 

（２）目的の達成状況の判断 

  

目的の達成状況が良好である。 

 

（３）優れた点及び改善を要する点 

【優れた点】 

・地域貢献活動の基本方針及び地域貢献活動の具体的計画を定めて、これに基づいて地域貢献活動を実施してい

る。 

・多数の専任教員が審議会委員や講演会講師等を担当し、多様な専門分野での知識や経験を活かした地域貢献に

参画している。 

・公開講座、特別講演会、ワークショップ、サイエンスフェスティバル、出前講座、免許状更新講習で受講者等

を対象にアンケート調査を実施し、その結果を改善に活かしている。 

・地域貢献活動の状況を継続して自己点検評価の対象とし、毎年度、自己点検評価を実施して、その現状を検証

している。 
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【改善を要する点】 

 

該当なし 
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